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縮 


REGU Os BBE LR LOR Rico Cs, 若干 の も の を すでに AE 発表 し て 来 
た 。 こ こ で は , それ ら の 中 で 充分 詳 述 し 得 な か つた 講 点 や , その 後 の 研 究 に より 一 層 詳 細 
に な し 得 た 事項 に つい て 説明 し , BAVC SRIRAM E FA DUCT HZ EFC LE ORBIT OW T 
論 及 し て , 足 選 の 伝 床 が 地質 構造 特に 足尾 流 紋 岩 類 と 密接 な 詳 係 に ある こと を 明か に し た 
Wo 


oi 


1. 足尾 鉱山 附近 の 一 般 地 質 (第 1, 2, 3 BBR) 

A 堆 積 岩 

1) 沖積 層 足尾 地域 は 渡良 六 川 の 上 流 地 域 で , 河川 の 大 部 分 は 下 刻 を 進め つつ あぁ ある 
状態 で , 沖積 層 の 発達 は 著しく な い 。 

2) 段丘 堆積 物 渡良 瀬川 お よび その 支流 の 河床 より , 比 高 10~20m に 通常 一 段 叉 
は 二 段 発達 し , 砂 春 層 よ り 成 る 。 移 に 三 段 発達 する 場合 が あぁ る 。 

3) BBL, 男 体 浮 石 層 お よび 沢 入 浮 石 層 三 段 発達 する 場合 の 最上 位 の 段丘 は 基 毅 岩 
の 上 に 巨 奏 が 堆積 し , その 上 に 赤褐色 浮 石 秒 が 堆積 し て いる 。 こ の 浮 石 砂 は 製 太 所 附近 か 
ら 阿 世 潟 方 面 に 向 つ て 優勢 に な り , 細 尾 峠 方 面 で は 鹿沼 土 の 下位 に 発達 し て いる 。 FILO 
段丘 上 に は 黄 礼 色 淫 石 秒 や 白色 浮 石 砂 が 互層 し て 発達 し て いる 。 前 者 は 時 代 的 に 古く , we 
BR SARERY に 相当 する よう で ある し , 後者 は 大 真名 子 浮 石 (BEL)? に 相当 する 
よう で ある 。 沢 入 か ら 神 戸 に か け て 中 位 の 段丘 上 に 発達 し て いる 沢 入 梁 石 層 は お そら く 赤 
城 火 山 て 噴出 物 で あろ 3 。 

4) sie FRI POL LCAAL, BARRA RIA Lic KUM Re E 
と し た 堆積 物 で ある 。 水 平 に 近く 成層 する が , 山腹 で 急 斜 す る 場合 も ある 。 そ の 厚 さ は 約 
200m で あぁ る 。 この 層 の 基 上 毅 岩 を 被 杖 する 場合 , か な り EMOBPRMI OL HBR, 
一 部 で は 足尾 流 絞 岩 類 や 花 賠 関 緑 岩 ・ 石 英 表 岩 ・ 秩 父 古 生 層 の 砂岩 ・ 粘 板 岩 ・ チ ャ ー ト 等 


* 本 報 文 の 印刷 に 関す る 諸 経費 は 著者 の 負担 に よる も の で ある 。 
* SET GK RAL GLE 
1), 2) BAR— : WeamERTERRE, 第 3 号 , 1943. 
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He 


。 BRO _LEMCAE in a DS BD CK UR & ORE L CARB ET AS, 火山 
物 は 上 部 へ 行く に 従 つ て 細 料 と な る 。 す な わ ち 火山 析 が 減じ , 火山灰 が 多く な る 。 Ft 


石 層 の 中 位 よ りや や 下位 に 浮 石 質 の 泥岩 が 数 層 挟 在 し て 木葉 化石 を 産 す る 。 福地 信 世 
は 次 の 化石 を 記載 し て いる 。 Tilia distant NatH. Quercus crispula L. Quercus 
grosseserrata Bri. Corylus heterophyra Fiscu. 


1) 


Fukuchi, N : Pan-Pacific Sci. Congress, 1926. 
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WAKE - AR BY は 次 の 化石 を 記載 し て いる 。 Quercus crispula L. Fagus 
japonica Max. Castanea crenata BL. Magnolia obovata THunB. Tilia 
japonica Sim. Viburnum furcatum BL. 

福地 信 世 は 前 記 の 化石 に より , 鮮新 世 の も の と し , PRE: ARB? の 記載 の 化石 を 
氏 定 し た 寺井 敏夫 は 洪 新 世 の 成 田 層 に 対比 され , 叉 中 部 更新 世 の 塩 原 化石 層 と 同時 代 で あ 
ろう さて いる Ss 

福地 信 世 は や この 泥岩 を 挟 有 する 部 分 を 湖 成 層 と し , ENMRBRA, RESOKWO 
噴出 物 に より 被 秦 され た と 考え た が , 泥岩 を 挟 有 する 部 分 の 下部 に も 皇 海 一 庶 申 火山 系 統 
OBAD-KUSBEPRKABEOBREL CoC, その 生成 後に 地層 は 湖 成 層 を 示す よう 
に 変化 し て いる 。 COWES - BURBS KR - Vea BK 
岩 等 の 互層 で , RLM BHOKUBRASBEL TOS. CNSOKUAB a, 漢 
KASS ) SERB UAMRLAMBROSE MBA -RRBARW AC HS 0 FEO CRE 
PUM EU CTD KITA BI EL CORB eR SL5CHS0COLIBZRR 
HP oCPAELERBRMABOMMNR, IRA OTB Sr Cv 72 AR IC BRR DOW 
は 次 次 丸 等 の 火山 の 裾野 と な り , WADHEIED 61 C—RAMDK(EL EM, 再び 埋 積 され で 
裾野 と な つた 堆積 物 で ある と 考え られ る の で ある 。 LCOMABtRBAL CAKEAP EI 
土 が 分 布 し て いる の で , 皇 海 一 庶 申 - 一 交 級 丸 火山 の 噴出 期 は 田 体 や 大 真名 子 火山 の 噴出 期 
より 古い 事 も 明か で ある 。 

5) 秩父 古 生 層 お よび その 変成 岩 秩父 古 生 層 は 本 地域 に お いて , 堆積 岩 の 主 体 と な る 
も の で あり, この 地域 に 分 布 す る 岩石 中 最も 古 い 時 代 の も の で ある 。 足尾 鉱山 の 鉱床 の 一 
部 も , この 地層 中 に 腺 胎 し て , 地層 の 構造 と 密接 な 関係 を 有 し て いる 。 

この 地域 の 秩父 古 生 層 に つい て は , 足尾 山地 を 広く 調査 研究 し て , その 層 序 を 確定 し な 
い 限 り , 全体 と し て の 地質 構造 も 判然 と し な い 。 そ れ 故 本 地域 だ け の 調査 で は 他 と の 乙 全 
が 判然 と せ ず , 不明 な 吾 が 多い 。 従来 の 研究 は 散在 的 に 分 布 す る 石灰 岩 の 古生物 学 的 研究 
が 主 と な つて いた 。 し か し , 足 蛋 山地 の 南部 地帯 の 研究 は 進み , 鍋 山 附近 の 古 生 層 は 吉 
三郎 が の 研究 に よれ ば 
(1) Fxr-peBelL, 砂岩 を は さむ 。 Baw 500m 
(2) MHtEEHLEL, チャ ー ト を は さむ 。 Baw 1100m 
(3) Fxr—-beELL, GREEUIAT. BAW 1200m 
(4) 
(9) 


1 
2 


> 


石灰 岩 。 Bx 300m 
Wa teehee l, シャ ー ル スタ イン チャ ヤード を は さむ %。 Baw 700m 
tl, (4) の 石灰 岩 中 に 産 す る 化石 に より , (4) の 時 代 , すなわち , CUBE RIED 
は 二 起 紀 下 部 な いし 中 部 と する の が 正しい と 思う と し て いる 。 RRERY BERS 
駅 近く の 八木 原 の 石 灰 央 に関して, その 中 に 産 す る Neoschwagerina © Fusulina の . 


2) ThE: ARR : 五 万 分 之 一 地質 図 幅 , 足尾 , 1955. 
N Fukuchi, N : Pan-Pacific Sci, Congress, 192€. 
吉田 三郎 : be, 56, 1950. 

藤本 治 義 ・ 地質 , 45, 1988. 

Yabe H. : Jour. Geol. Soc. Tékyé. 
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化石 に より , COBRBORREL BRT VF Y ATBEL Licey RAISED は 水 党 , 38 
INO AKBORRe Fusulina の 化石 が 共通 で ある の で , その 時 代 を ほとん ど 同 じ で あ 
る と し た 。 又 河 田 喜 代 助 * は 屋敷 軸 の 石灰 岩 の 時 代 を Fusulina の 化 右 に よっ つて , 上 記 
の 石灰 岩 の 時 代 と ほとん ど 変 ちな いも の と 義 え た 。 

足 選鉱 山地 域 で は 福地 信 世 が 京子 内 沢 北部 山地 の 砂岩 ・ 灯 板 岩 分 布地 域 に , EME 
兵 存 する 石灰 岩 を 記録 し て いる が , 擦 掘 し つく され た 導 か 現在 は その 産地 が 明か で な い 。 
この 石灰 岩 に は 化石 は 産 し な か つた よう で ある 。 MARE LURERICMABEMEE 
と 吉 生 層 と の 接 触 部 に 近い 部 分 で , GRRE PY IU ALL, BHORKEAZ 2H 
ス を 産 す る 。 安 衝 沢 の も の で は 小 規 模 の 鉄 床 を 生成 し , ERAGLAO x WV v Ghd AR 
し て いる 。 し か し この 両方 と も 化石 を 保存 し て いな い が , 石灰 岩層 の 分 布 し て いた 事実 を 
示す も る もの で ある 。 福地 信 世 の 野 農 に は 京子 内 沢 の 石灰 岩 は 二 曳 一 石炭 紀 の 屋 敷 山 の 石 灰 岩 
に 類似 し て いる と 記載 し て いる 。 上 述 の よう に 是 尾 鉱山 地域 に 石灰 岩 の 分 布 し て いた 事 は 
BEGXAC OAS, その 時 代 は 決定 出来 な い 。 し か し , 古 生 層 の 全般 的 の 岩 相 は 足尾 山地 
の 他 地 域 と 大 差 は な い の で , お そら く こ の 石灰 岩 の 時 代 る も 前述 し て 来 た 石 灰 岩 の 時 代 に 対 
比 し 得る る も ので, 二 搬 紀 下 部 な いし 中 部 の も の で あぁ あろ 3。 

足尾 鉱山 地域 (RIMAGE URE) の 秩父 古 生 層 は その 岩石 の 種類 や 岩 相 を 他 地 
域 の も の と 対比 する と き , 概略 , 次 の 三種 の 累 層 に 分 類 出 来る 。 

(1) BEBLURRAOEB (2) Fr—beRET AMA, 時 に 砂岩 を 挟 在 する 

(3) チャ ー ト ・ 石 灰 岩 ・ シ ャ ー ル スタ イン お よび 粘 板 岩 の 坪 層 

し か し , これ ら の 上 下関 係 や 各層 の 間 の 堆積 関係 を 足尾 鉄山 地域 だ け で は 明か に する こ 
と は 出来 な い 。 これ を 明らか に する に は 足尾 山地 の 詳細 な 調査 結果 に また な けれ ば な ら な 
いで あろ う 。 (AL, 次 の よう な 点 は 大 略 有 明らか に する こと が 出来 る 。 

BARU Ibe, 足尾 流 紋 岩 類 に 接触 し て , 南東 側 に 偽 層 状 の 砂岩 , Mita Le 
が 発達 し , 北東 側 に は チャ ー ト を 兵 む 六 板 岩層 が 発達 し て いる 。 見 掛 上 前 者 が 下部 に , B 
者 が 上 部 に 排列 する よう で あぁ ある が , 渋川 沢 の 調査 結果 か ら , 真 の 層 序 は その 逆 に , す な わ 
ち , 前 者 は (1) に , 後者 は (2) に 相当 する も の と 考え られ る 。 功 幹 より 小滝 に 至る 間 に 
は チャー ト を 兵 む 粘 板 岩 お よび 砂岩 が 分 布 し , それ 等 の 多く は ホル ン ヘ ルス に 変質 し て い 
So 銀山 平 よ り 席 申 山 に 至る 間 の 下流 で は PRALTELLC, レン ズ 状 の チャ ー ト を 兵 
む 。 そ の 上 流 で は 砂岩 ・ 粘 板 岩 の 互層 より 成る 地層 が 発達 し て いる 。 お そら く 前 者 は (2) 
に , 後者 は (1) に 属す る も の で あろ う 3。 赤倉 より バラ クラ に 至る 問 に は 砂岩 ・ 粘 板 岩 層 
が 発達 し , 一 部 に は 薄い チャ ー ト を 挟む 。 松 木沢 や 久蔵 沢 で は 前 記し た よう に 石英 隊 緑 岩 
中 の ゼノ リス と し て 媒 灰 石 ブ フェ ルス を 産 す る 。 従 つ て 南東 側 よ り 北 西側 に 向 つ て , (C1), 
(2), (3) の 層 の 順序 に , REC FEAR SERRA SS LOLBALNS. LOL 
SRR CBAISZL, 足尾 仮 山地 域 の 古 生 層 は 全般 的 に , 北東 一 南西 の 一 般 走 向 を 有 有 
L, GRRE RNA, 北西 の 同 斜 構造 を , 南東 部 で は 南東 の 同 斜 構造 を 呈す る よ 
うに 見 える が , 北西 側 で は 赤倉 一 銀山 平 西部 を 通る 一 つの 向 斜 を , DERMIS 
斜 が 推定 され , その 両 向 斜 の 問 に 一 背 斜 構造 が 考 えら れる 。 こ の 背 斜 の 事実 は 運慶 央 鉱床 


1) 藤本 治 義 : 日 本 地方 地質 誌 , 関東 地方 , 1951. 
2) 河田 喜代 助 : 地質 学 雑誌 , 56, 656, 1950. 
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地帯 の 構造 と 関係 し て いる の で , 後に 詳 述 する 。 し か し て , 赤倉 より 北西 で は , 北西 に 向 
DUPE BODINE CHASER, 内 成 岩 の 寿 入 の た めい に 不明 と な つて いる が , 石灰 岩 の 
ゼノ リス の 存在 は , その 発達 を 証拠 づけ る も の で あろ 3 0 

We V2 JE BINS 3 IAD BAS RC IO 次 第 に 下位 層 を 露 わ し て いる よう で あ 
る 。 更 に その 南東 に 向 つ て は 地蔵 岳 一 神戸 南方 を 通る 一 背 鈴 軸 が 予想 され , RESUS 
の 屋敷 山 を 通り 前 記 背 斜 軸 に 平行 する 一 向 斜 軸 が 予想 され る 。 そ の 補 曲 軸 の 落し は な, 共に 
南西 に 向 つ て 繧 斜 し て いる も の と 推定 され る 。 こ れ ら の 析 曲 も 単純 な る の で は な く , それ 
EniGES  BMAHHE? LE DO LBASNSO 

次 に 本 地域 の 秩父 古 生 層 の 岩石 は 深成岩 と の 接触 部 に お いて , 接触 変質 作用 を うけ てい 
Bo COWRICHHT SRMA CRA ARE, G27 BRN ee, URE O 
外 に 中 祥 寺 花 韻 岩 が ある が , CONRAEmNikes OF ALARA BLWo 

沢 入 花 賠 関 緑 岩 の 周 辺 の 古 生 層 中 , 親 板 岩 お ょ び 砂 岩 は 共に 黒雲 坪 一 ホネ ルン フェ ルス お 
LUBSA-BEM ORV Y 72 ルス に な つて いる が , 吉 寿 ケ 原 花 局 関 緑 岩 に ょ る 変質 作 
用 で は , HBB BEEN 7= VAOARARAERBANREIESZ BOL UIE 
で , 主として 黒雲 母 一 ホル ン フ ェ ルス が 生じ て いる 。 BAR OMAR RPA 
ょ る も の が 閉 し く 広 い 。 PMARS POF +— PEEL CHER CPELT 
いる 。 松木 石英 較 緑 岩 に よる 変質 帯 は 幅 100~200m で , 黒雲 母 一 ホル ン フ ェ VAR 
MIREROGARMT SM, 前 二 者 に 較べ て , 接触 変質 作用 は 低 度 の よう で ある 。 松 木沢 お よ 
び 久 蔵 沢 に は 石灰 岩 源 と 考 えら れる 弐 灰 石 一 フェ ルス の 大 塊 が が, 松木 石英 阿 緑 岩 中 の ゼノ 
YALL CHET4. KKEKA GRA a - GR - ARAL, ARA-HA— 
PZ —-ERA—7 = VALELBSZBACH AN, SDHOMBA, REMI SI, 久蔵 
RO OCC BERK - PARR RGASK - RAIA GBA ASS 

以上 の ホル ン フ ェ WV Ri OSMRIS DCR tr CEL, SN eR CRAB L RS. 
な お , RAmaeK k SRB POSRA-RES— bY 72 VARKBOBSALS 
量 に 生成 し , その 中 に は 菊地 宏 が 桜 石 と 命名 し た 舌 入 双 品 を し た も の る も 産 す る 。 

BK 成 # 

1) oes 

a: KARAT, 男 体 お よび 赤城 火山 の 洋 石 質 噴 出 物 これ に つい て は すでに 説明 し た 。 
D: S325. —-SE-RAKUOMH Bet, 皇 海 お よび 席 申 等 の 火山 の 真 の 規模 や 
拓 出 岩 の 構成 等 に 関し て は , これ ら の 大 山 え の 接近 調査 が , 極め て 困難 で あぁ る の で , 不明 
BEECH So MIN SOKUO WMA BRANO LUSH, 谷底 の 調査 だ は で 
は , TR-EvE< EC, RSM L CO SZOC, これ ら の 火山 の 性 賀 を 明か に する ご こと 
は 非常 に 困難 で ある 。 従 つて , 断片 的 な 観察 結果 か ら 分 つた 事 を 略 述 する 。 奏 約 丸 火山 に 
OW, RRR) URAZUSE- RRR. BLASER H LURE 
a Sib RUAOpROMR EARL COSA, RRR CABLE 
Bc RPGS t ODM Le Mea L056, BLABLANSZIoOUW, BL 
PS O CLUDE TRO BIR EVE <I ORAL LC, 発達 し て いる が , RL 
Wk UGA, RSI O CRAKS ¢t LES FZ OR OW BRR BEL THOS 


1) 斎藤 譲 : BARAK. 震 災 予防 調査 会 報告 ) 27 号 , 1898. 
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図版 4 Ges x 9 
1 RURIASPA A —1E ei POR SS (開放 = コル ) 
2 FT ZA} (eee) 
3 RES — 7b MRCS CRATER) (交叉 = コル ) 
4 Sa — 1 a DS ier CRAZE Ra 44) (eX Sa) 
3 (cies (SABER) (交叉 = コル 
SF ae, AR Ai (MARIS) ( 交 
Woy ¥ x Ase (BES aI 
8 Ex= コル 
QO: Ase, Ori Tee ペル ト 石 Ml: Bes ae Pl 
Bi: TASER, Ho: 角 共 大 Ch REA, Mt: Rsk Gk 
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すなわち , PeL BBR (図版 1-!), SRE (図版 1-2), wR 
一 様 枢 石 一 玄武 岩 質 安 山 岩 (図版 1-3), Beene A— AU (図版 1-4), で あ 
る 。 これ ら は 交 襲 丸大 山 の 噴出 物 と 考え られ る も の で ある 。 護 申 山 火山 の 噴出 物 る 凝 灰 角 
Raesivuvweenr5 720, 庶 申 山頂 か ら 南東 方 に 向 つ て は 広く 凝 灰 角 春 岩 が 発達 し て い 
る 。 JRC IO CRE K ARES tS Lo: SME LCS CORBILARNORE 
BPEOFRBAPHIRALSCBALASR, ARR ERUEC (図版 1-5), 一 
般 に 右 其 が 琉 璃 質 で ある の で , RBAKUCRRE ABRIL LIK PRS PBEM 
に 来る 安山岩 は , この 度 車 火山 の 類 岩 に 類似 し て いる 。 主 海 山頂 より 東側 で は , 凝 灰 角 克 
岩 な いし , KURA UBS COREMRBANSo Byes t WAKA BBE 
DEBe 2 ULCwSo CONE CRARRRALETZOO, KRALETSZIOSRSS 
が , WON, SBR A-RREBARUA TC, 鏡 下 で は 下部 の も の が 普通 輝石 に 富み (MN 
hi 1-S), EMO OP RMBACEURAL ET SM (図版 1-7), KARR Bic 
類似 し て いる ろ る 。 

BAA, RB, 皇 海 火山 は 出獄 険 則 で あり , 叉 削 鉛 作用 が 進ん で お り , 又 調 査 不 十 分 の 
た め , 福 互 の 関係 を 明か に する こと は 出来 難い が , 各 類 岩 の 岩 質 , 層 序 ,. ある い は 分 布 等 
の 上 上 で 異な る 点 が 多い 。 し た が つて , Nb UHAM-OMBACI ZARB LB AZSnF, 
Re: RB BYCDreY, BEAD KNOBAL 7: KU LHBAN|GZO 

c : ERE MBER LD AAI 4km FECHA DSo この 山体 は 
AROREBSAOKIAM LI AZK A BRKABREDAL, その 上 に 石英 安山岩 お 
よび 笑 結 石英 安山岩 質 北 灰 岩 が 発達 する 。 FEBIRE Cl, PRO BKARBOB SIH 
50m で , BRAC HIF t ORI, 時 に 泥炭 質物 が 存在 する 。 この 地蔵 岳 の 噴出 物 と 
同質 の る の は 通 洞 より 約 2km 南方 の 尾根 を 中 心 に 分 布 し て いて , PCE FORK 
角 岩 が 比較 的 広範 囲 に 発達 し て いる 。 EO LM RRRUBOBSB LUBED 
蔽 う 。 双 この 噴出 物 と 同質 と 類 結 凝灰岩 が , 地蔵 岳 の 南方 約 1.5km の 山頂 お よび 南 々 西 
に 約 9km 中 て た 三 境 山 に た 分布 し て いる 。 し た が つて , この 石英 安山岩 類 の 叶 出 物 は か 
な り 広 範囲 に 発達 し た こと は 想 優 に 難く な い が , 噴出 口 が 何れ に あつ た か は 明か に し 難 
Wo MHL BORMMM ESRI COA LW GRRL AD SAWOC, その 噴出 時 期 も 分ら 
な い 。 し か し , 酸性 火山 岩 を 除く も の の 中 で は 地形 的 に 最も る 開 析 さ れ て いる の で , BRA 
一 庶 申 火山 より は お そら くさく 古 い 時 代 に 属す る も の と 推察 され る 。 但 し, 前 記し た 泥炭 質物 
の 時 代 が 決定 出来 れ ば , 叶 出 時 期 の 推定 が 可能 で あぁ ろう 3。 地蔵 岳 の 石英 安山岩 は 黒色 な い 
し 暗 碑 色 の 石 基 を 有 し , BBL OMY, 流動 構造 が 閉 る し い 。 RES, 石英 , AAO 
MICEA, 少量 の 普通 角 図 石 を 含む 。 顕 徴 鏡 下 に , 斑 品 は 石英 ・ 和 斜 長石 ・ 黒 雲母 ・ 磁 鉄鉱 
BLUSEORMNA, BASU. ABLBBL UMS (図版 1-8)。 2N50BRLS 
ARENT YOO>S MCA PCHS PERIL L, VWERGHYEDZES LU LODFEL, そ 
DRAUSS DH DROTWA ES CHS TD bBRBRE I BARE OD FEMA A 
られ る 。 この 燃 結 石英 安山岩 質 北 灰 岩 も 成分 鉱物 は 前 者 と ほとん ど 変 ちら ない が , 灰 福 色 の 
浮 石 を 含む の で 容易 に 識別 出来 る 。 

d : 松木 附近 の 安山岩 々 脈 BRTAORUARMAARKODALARL, RERBE 
で 綴 密 な 岩 石 で ある 。 肉 眼 的 に は 玄武 岩 状 で て ある が , 鏡 下 に 斑 品 は 稚 長 石 一 曹 灰 長石 を 志 
tl, 微量 の 煙 石 を 含む 。 そ の 外 に 磁 鉄 鉄 を 各 む 。 石 基 は 斑 璃 基 流 唱 質 で , RRA, Beh 
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OWA, RORKBI UBL ORO, 流動 構造 を 呈す る (Blk 2-1). 

EO) RROBE DEERE RD BIRAGELC. 前 者 と 同様 に 玄武 岩 状 で ある 
が , 共に 普通 輝石 実 山 岸 で ある 。 こ れ ら の 岩 脈 が 庶 車 ・ 皇 海 等 の 火山 と 関係 が ある か 仁 が 
決定 し 難い e 

e: 仁田 元 一 三沢 流 紋 岩 類 この 流 紋 岩 類 は 皇 海 , 店 等 の 火山 の 基 毅 を 構成 し て いる 
ょ う で あり , 堅 海 山 の 西 方 に も 発達 し て いて , その 分 布 は か な り 広 い 。 CBRN 
この うち , 大 体 下位 の 方 に 分 布 し て いる よう で , BERBOEEBRAPRAR ANS 
を 社 和 覆し て いる 。 こ の 岩石 が 舟 石 西方 で , 足 恒 流 紋 岩 類 を 被覆 し て いる よう に 見 える 所 が 
ある の で , これ ら の 流 紋 岩 類 を 足尾 地域 に お ける 酸性 火山 岩 中 , 時 代 的 に 最も 新しい も の 
と 思わ れ た が , 更に 詳細 な 調査 結果 は 足尾 流 紋 岩 類 よ り は 古い よう で ある 。 す な わ ち , 足 
主流 紋 岩 類 を 被覆 し て いる よう に 見 える 和 刺 石 峠 西北 方 800m の 地点 で は , BEV 
と これ ら の 流 紋 岩 類 が 断層 状 の 境界 を 示し て いる 。 COMBS CAIN SO 
に 向 つ て 傾 余 し て いる の で , 仁田 元 流 紋 岩 類 が 足尾 流 紋 岩 類 を 被 親 し て いる よう な 見 掛 を 
量 す る も る の と 判断 され る 。 更に 足尾 流 紋 岩 類 が 仁田 元 流 紋 岩 類 より 新しい と する 有力 な 根 
MUS, 仁田 元 沢上 流 地 域 の 数 ヶ所 に お いて , 仁田 元 一 三沢 流 紋 岩 類 を 足尾 流 岩 類 が 被 状 
し て いる 事実 が 分 つた こと で ある 。 お そら せく , 足尾 流 紋 岩 類 は 仁田 元 沢上 流 地域 まで , 相 
当 広 範 早 に 仁田 元 一 三沢 流 紋 岩 類 を 被覆 し て 分 布 し た で あろ う が , その 後 大 部 分 は 削 鉛 さ 
れ た も の と 老 え られ る 。 

仁田 元 流 紋 岩 類 と 総括 し た も の は , 外観 が 石英 夷 岩 状 , VONEKRS 6 IVETE 
凝灰岩 の 部 分 が あり , それ ら の 産 状 , 分 布 , 相互 の 関係 に つい て は 調査 不 十分 で , その 詳 
細 は 明らか で な い 。 しかし, おそ らく, BBORDIL SD, BKRADBEL COSINE 
類 で あろ う 。 こ の 岩石 は 伺 れ も , 古 生 層 岩石 の 破片 以外 に 酸性 半 深 成 岩 の 破片 ) 特に 石英 
FESO MMe Sim UAE TAS HCHSO 

この 流 紋 岩 類 の うち もち 流 紋 岩 は 変質 し て いる 場合 が 多い が , 一 般 に 肉眼 的 に 桃色 の 長石 な 
ら び に 1~R mm OGROMMCEA, 暗 灰 色 石 基 の 岩石 で ある 。 顕微鏡 下 に は 班 品 
は 石英 , ERAEELL, SRALBD CE RW AERMMILSENAWD, FERRER 
が 環状 を な し , BES ¢ BARS 7AM LHR ANSZYVORBDHSo MABOLRAIK— 
摘 に カー ルス バー ド 双 上 品 を 行い , ABA Mee, MERCER ARAM 
結晶 を な し , 量 は 少 い 。 正 長石 中 に 包 裏 され る も の も あり , 絹 雲 母 化 さ れる 。 石英 は 正 長 
石 よ り 少 く , 自 形 な いし 柄 触 形 。 石 基 は 東 長 質 な いし 微 ペ ダグ マタ イト 石 理 を 有 有 し, BE, 
アル カリ 長石 , 磁 鉄 鉄 よ り 成 る 。 変質 流 紋 岩 と 名 づけ られ る 岩石 で ある (図版 2-2)。 

三沢 流 紋 岩 は 仁田 元 流 紋 岩 類 の 上 に くる 芝 緑 暑 灰 色 の 岩石 で ある (図版 2-8)。 安山岩 
質 岩 石 の ゼノ リス を 多量 に 含む が , LOSI) ) AOYREARBCH So BERANE ESL C 
な い 。 白色 長石 お よび 石英 の 夷 品 が 多い , 石 基 は 緑色 統 密 で あぁ る 。 鏡 下 に 斑 品 鉱物 は 斜 長 
石 を 主 と し , 石英 は 少な い 。 石 基 は 琉 璃 損ない し 鞍 長 質 , ゼノ リス は 安山岩 質 で ある 。 こ 
の 三沢 流 紋 岩 が 下部 の 仁田 元 流 紋 岩 類 と 接触 する 部 分 は 厚 さ 数 m~10 Hem の 黒色 統 密 
ORK CHS (図版 2-4)。 この 黒色 の 原因 は 安山岩 質 岩 石 の 破片 を 多量 に 含有 す 
る こと に 原因 し て いる よう で ある 。 鏡 下 に , この 岩石 は 破砕 構造 が 明瞭 で ある 。 薄 品 状 鉱 
WAAR: BREELL, 多量 に 安山岩 破片 を 含ん で いる 。 斑 品 状 斜 長石 は 径 0.3 ~ 
0.5mm, 自 形 ~ 他 形 , 溢 明 で ある が , MRAEETSZIOIS Wo GRIME, HG, 
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Pwo 安山岩 破片 は 0.5mm 以下 で , BHEBWM, その 源 は 不明 で ある 。 

この 漢 灰 角 奏 岩 の 分 布 す る 層 準 ) すなわち , 下部 の 仁田 元 流 紋 岩 類 と 接触 する 部 分 に 
は , ほとん ど , 古 生 層 岩石 の 破片 より な る 角 奏 岩 が , 厚 さ 数 10 数 回 で , 水平 に 近く 
層状 に 分 布 し て いる 。 こ の よう な 岩石 の 上 部 は 大 部 分 暗 緑 色 の 流 紋 岩 で ある が , この 中 に 
BK ATER WE S 17 KARL OR BUS RK SS CBOE L TOS LL, 又 話 結 流 紋 岩 
質 弟 灰 岩 も 発達 し て いる 。 従 つ て , SRAM YD MPU OWEDECER<, 足尾 流 紋 岩 
類 に 類似 し た igneous complex で あぁ る らし い が , 大 山 構造 や 吐出 機構 等 の 詳細 に つい 
て は 今後 の 研究 に また な けれ ば ぽ 判 然 と し な い 。 

2) RRA 

a: RHC mee RST ORITO BR RAR NK RICA AYO 
で , 古 生 層 岩石 中 の 貫入 岩 体 と し て 産出 する 。 こ の 岩 体 は 次 に 記す る , 通 洞 地域 の 古 生 層 
HICBAT ZR LBA BAIR CBERERMSSZ LIAM BDNS 

WS A 附近 の (ema Ss SE ABS A AoE eS 
(図版 2-5) と 称し 得る も ので, 肉眼 的 に 緑 灰色 , MASERABACHS. ARA, fa 
DPD AR CRY 6N 45 BH MCBERRIEH SB aC, 竹 卓 鉱物 は 石英 ・ 終 長石 ・ 福 色 普 
HANA - BMHBARBA - REtionkh, 斜 長石 は 灰 草 長石 な いし , 中 性 長石 で ある 。 
Blk, 徴 花 賠 岩 質 組 織 を 示し , その 成分 鉄 物 は 斜 長石 ・ 正 長石 ・ 石 英 ・ 黒 雲母 ・ 角 
NACH So MMAR MLEE, ARE CH So 

D: TAHOMA RLISHSAIK 通 洞 地域 に お いて , HEBOSAY BBL T, 
iB I~ m, 時 に 数 M の 緑色 岩 脈 が 多数 分 布 し て いる 。 COBIAN TCHS < BDSG 
れる 。 連 慶 時 地帯 で は この 種 の 岩 脈 が , 運慶 時 主 脈 の 上 般 側 に も , FRANCS —-HOYO 
が 産出 し , 断層 に よ つ て 切 断 され て いる と は 云え , 大 き な 変 位 は 認め らち られ な い 。 !) BE 
崎 芋 脈 は 達 慶 時 地帯 古 生 層 の 横 可 裕 曲 の 祝 曲 軸 面 に 相当 する も の と 判断 され る も の で , そ 
の 両 上 盤 側 地層 に 大 き な 変 位 を も た らし た 断層 で ある 。 UMUC CBE FRO GABE 
Bw ¢ Miz ORM, 大 き な 変 位 を きた し て いな い 事 実は , (CMORMROBAM, 
古 生 層 橋 曲 後に 行わ れ た 可能 性 が 強く , BAO ( 連 慶 崎 主 脈 ) は 福 曲 に 伴っ つて 生じ た 
も の で , 岩 脈 賃 入 時 に は すでに 生成 し て いた も の と 考え られ る 。 BBIGEM £O COT 
Xn, 多少 の 変位 を 来 し て いる の は , この 岩 脈 が 貫入 後 , BEWGERO BEC LY OT 
きれ た も の と 判断 され る 。 

この 種 の 岩 脈 に は 大 体 二 種 類 の 岩石 が 区 別 せ られ , その 一 は 肉眼 的 に 緑色 な いし 黒色 の 
角 阿 石 が 認め らち られ, BPCsHRBANRALELL, 谷 長 石 を 少量 加え る 。 そ の 太 き さ は 
seriate で ある の で , ANXVYNM b}BOCKLAT ZN CHS. CNet REGAN 
Bae (Ri 2-6) PANV9VI4 RANE —eee (図版 2-7) と 称し 得る 岩石 
BRHZ. LOXMUARALELTARS TC, 帯 緑 灰色 , MRBH CHS. GPRIELALE 
3A CHER E DARD, FRI MCS CORMIEALYEORREBT SD, AA 
PULSE ho Meinl, ABA seriate で ある 。 BARN MHS (図版 2-8) と 
称し 得る る も ので, 連 鹿 時 地帯 の 古 生 層 を 貫く 岩 脈 は この 種類 の も の が 多い 。 

C: AGRE 細 是 峠 や 半月 峠 を 中 心 と し て 分布 する 岩石 は 坪井 誠太郎 お よび 杉 


1) 草 苺 忠明 : 鉱山 地質 , 3, 1953. 


yp 
a 


276 7G SM Sk OR 


fE—) DRI WDOZAREE CHA SA, 同氏 は この 石英 夷 岩 に 種々 の 岩 相 が あり , (Eis 
PEE OVER GRANGE VSD TC, 互 に 推移 関係 に ある も の と し た 。 しかし, 花 賠 斑 
岩 や 石英 図 緑 北岸 と いわ ゆる 石英 夷 岩 と の 相互 関 係 は , その 産 状 が 導 入 関係 に ある 場合 が 
多い 。 従 つっ て, これ ら が 推移 関係 に ある か , 叉 は 導入 関係 に ある か , さら に 六 入 関係 に あ 

る と すれ ば , それ ら の 前 後 関係 は どう で ある か は , 今後 の 調査 研究 に また な けれ ば な ら な 
Wo ここ に , いわ ゆる 石英 閣 岩 と し た も の は , TEMBEE PBS CIR K DO ERE 
し た の で ある 。 こ れ ら は 相当 大 規模 の 導入 岩 で あぁ ある よう に 思わ れる が , この 中 に は 石 基 の 
MEDEBED DOS, 流 紋 岩 に 類似 する も の が ある 。 い わ ゆ る 石英 夷 岩 の 中 に も 種 
々 の 型 が あり , 半月 山 石 英 夷 岩 と 半月 峠 石英 麗 岩 と の 三種 類 に 分 類 貞 来る 。 し か し て , こ 
れ ら の 中 に も 種々 の 型 の も の が 含ま れる 。 半月 山 石英 斑 岩 は 久蔵 沢 の 山 ノ 神 附近 や その 他 
で , 花 論 攻 岩 と 断層 状 の 境界 を 示し て 接触 し て いる 。 こ の 両者 の 送 入 順序 は , この 断層 状 
境界 すなわち , BEDE ( CHE MPER OBER O BOVRIED EREREED 5 TEER OBR 
夷 岩 より 後期 の も る の に 思わ れる が , 明らか に は 導入 順序 を 決定 し 難い 。 こ の 岩石 は 帯 青 
{CHK Eb BCMA ES NBR - AREtELL, この 順序 に 含有 量 が 
Bo BEAR AR LEMRAE, 多少 の 流動 構造 を 有 し , 少量 の 黒雲 母 を 含む (図版 
3-!)。 半月 峠 石英 麗 岩 と 一 括 し た も の は 広 箇 囲 に 分 布 し て いる も の で , この 中 に は 半月 
山 附 近 に 分 布 す る 緑色 普通 角 困 石 一 黒雲 母 一 石英 夷 岩 (図版 3-2), MEMES 
含 透 煙 石 質 交 石 一 緑色 普通 角 関 石 一 黒雲 母 一 石英 協 岩 (図版 <-3) , 大 日 崎 附 近 に 分 布 す 
る 含 煙 石 一 緑色 角 関 石 一 麗 岩 (図版 3-4) , RES-REAAE BAMA (図版 3-5) 
等 が ある 。 

d: RIVERMRES 久蔵 沢 ・ 深 沢 ・ 野 路 叉 方 面 に 分 布 す る 岩石 で , FABRE 
に 枯 似 する 部 分 も ある 。 し か し , 花 賠 斑 岩 より は 新しい 導入 岩 で ある よう な 関係 が 久蔵 沢 
の 一 部 で 見 られ る 。 赤倉 東方 古 生 層 と の 接触 部 で は , 古 生 層 岩石 の 大 塊 を 多量 に 捕獲 し て 
WSL, 古 生 層 に 導入 する 状態 は 各所 で 認め られ る 。 この 岩石 は 通常 , 肉眼 的 に 石英 夷 品 
の 含有 が 多く , 緑色 角 関 石 を 散 点 する 。 鏡 下 は 過 石 基質 で , MEL UCARA, BEBE 
CUAWNA CHS So 石 基 は 役 花 賠 岩 質 な いし 微 べ グマ タイ ト 質 組織 を な し , HEU CHE - 
正 長 石 より 成り , RULER RLAT So HRD L UL CRRRESL (図版 3-6)。 南 西方 に 
分 布 す る も の は 優 和 白質 で , 石英 斑 品 は 少く , 倖 長石 が 主 と な る 。 有 色 鉄 物 は 角 阿 石 を 含ま 
o>, 緑色 黒雲 母 で ある 。 石 基 は 彼 花 賠 岩 質 組 織 を 示し , BR ERA: RAV BER 
BEL OMY, 副 成 分 は 炎 灰 石 ・ ジ ルコ ン ・ 磁 鉄鉱 等 で あぁ る (図版 3-7)。 

e: (Emiva it, SURE, 大 内 事 に 豆 つ て 分 布 し , 桃色 正 長石 と 白色 斜 長大 と 
DW OAIEO BGS TSR LWOBACH A. PICKER AI EA, その 長 さ は ユー 
3cm に 達する 。 鏡 下 に 斑 品 鉱物 と し て , ERA: AER GE AMA RESRBD 
られ る 。 AZ REM eRe BL, EL UCERA, 石英 より 成る 。 屋 成分 鉱物 は 磁 
鉄鉱 , PRK CHS (図版 3-8)。 

『: FETA Se CRUISE LUMAR HEB BEE Bm ¢ BIRR EL 
THDILS0 LEDUERIIMABRARE ¢ GE LOR MEUGEIC BC, BHOBG 
を 網状 に 貫 ぬ いて 産 す る 。 LOMA SIRILVARTE EE CRD SZ LIU BDNBo 


1) Tsuboi S. and Sugi K. : Pan-Pacific Sci. Cong. 1926. 
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この 岩 脈 は 外観 上 ニ ・ 三 種類 の 岩石 に 分 けら れる が , 一 般 に 緑色 を 量 し , BEROMWREL 
た も の も ある が , MBRIOIB Wo GB PICPERAPEIL YH BC, MERA RE BIG 
LW REALL RBEAMt CHS0 FECEREC, 石英 ・ 正 長石 お よび 微細 な 倖 長 
右 を 多く 散 点 す る 。 そ の 他 緑 泥 右 化し た 有色 鉄 物 が 認め られ る 。 語 成 分 の 磁 鉄 鉄 は leu- 
coxeae 化し , 三次 的 鉄 物 と し て 方 解 石 を 生ずる (図版 4-1)。 

半 花 賜 岩 お よび 巨 唱 花 賠 岩 沢 入 花 賠 阿 緑 岩 中 に 岩 脈 と し て 産 す る ば か り で な く , 
小潮 附近 お よび 久良 沢 附近 に は 古 生 層 を 寿 ぬ いて 存在 する 。 IRIE O KERB EREOE 
成分 鉱物 は 石英 ・ 徴 斜 長石 ・ 灰 草 長 石 お よび 白雲 母 よ り 成 り , 微量 成分 と し て は ジル コン 
の み で ある (図版 4-2)。 久良 沢 の も の は 巨 唱 花 賠 岩 質 で あり , 主 成分 鉄 物 は ほとん ど 変 
りな い が , これ に 中 粒 の 電気 石 が 産出 する 。 

3) Rm 

a: RMVERARE この 岩石 は 沢 入 附近 を 中 心 と し て 長径 南北 に 約 12km, BER 
西 に 約 5km の 症 形 を 成 し て 分 布 す る 。 こ れ に 接する 古 生 層 は 東 境 で 幅 約 1km, 西 境 で 
幅 約 3km の 接触 変質 幕 を 形成 し て ホル ン フ ェ ル ス 化 帯 と な る 。 南北 両方 の 境 で は , や 

PRESB S7MAAOL FLAW tkm の 地点 に は 石英 脈 が 賃 入 し て , 比較 的 
大 形 の 癖 水 谷 鉱 を 生成 し て 居る 。 こ の 岩石 は 正 長 石 の 結 品 が さわ め て 大 きく, MABE 
造 を 呈す る も の が 大 部 分 で ある が , 人 然 ら ざる も の る も 一 部 に 見 られ る 。 こ の 岩 体 の 大 部 分 は 
夷 状 黒雲 紀 花 税関 緑 岩 と 名 づけ られ る も の で , 主 成分 鉱物 と し て 黒雲 母 ・ 灰 草 長 石 ・ 正 長 
A - BRECHS. 正 長 石 は 巨 唱 で ある が , (ESMMe interstitial iL, 他 の 成 
分 を ポイ キリ チッ ツク に 包 裏 し て いる 。 こ の 正 長石 は ペル ト 長 石 質 で あり , 大 部 分 の も の が 
HAT Zo MMABMiV VIavy - BRAS CHS. 正 長石 と 斜 長石 と の 接触 部 に は ミル 
メカ イト を 生成 する も の が 多い (図版 4-3)。 

この 岩 体 の 縁辺 部 は 角 関 石 一 黒雲 母 一 花 賠 隊 緑 岩 (Bk 4-4) と な り , RECA 
石 と を ほ ば 等 量 に 含み , 有色 鉱物 の 量 も 多い 。 無 色 鉄 物 と し て は 徐 長 石 ・ 石 英 ・ 正 長石 の 
順序 に 含ま れ , SRAAZORDA Yo 一 成分 は 炎 灰 石 が 多く , 少量 の 梅 石 ) ジル コン を 
含む 。 こ の 岩石 は 沢 入 花 賠 較 緑 岩 の 塩 基 性 縁辺 相 を 意味 する も の と 思わ れる 。 

b: 27 VERBKHES 古内 ヶ 原 よ ょ り 灯 尾 村 方 面 に わた り 発 達し , 古 生 層 中 に 述 入 し 
て , これ に 変質 作用 を 与え て いる が , この 岩 体 の 西側 で は 沢 入 花 賠 隊 緑 岩 に よる 接触 変質 
変質 帯 程 に は 大 きく な く , MESA -BES RV 7x ルス の 生成 も 著しく な い 。 し か 
し 岩 体 の 東南 側 で は 接触 変質 帯 の 幅 は か な り 広 く , Skm 以上 に 及 ん で 居る 。 こ の 岩石 は 
淡 灰 色 , PROTERERE CHS5. BPREMDHME CHK: HRA KYRA E 
ER - SHe- MACH. 石英 ・ 稚 長石 ・ 正 長石 の 量 は ほ ば 等 量 で あり , 黒雲 母 は 角 
関大 と ほな 等 し いか 又は や や 多い 。 一 成分 鉱物 と し て は 磁 鉄 鉱 , BRA, yvVayth 
So 岩石 学 的 に は 褐色 ~ 緑 色 角 了 図 石 一 黒雲 母 一 花 贈 隊 緑 岩 (図版 4-5) と 呼ぶ べき も の 
CR HDo 

c: PABBA PAI, ABER, 仁田 元 沢 の 三河 川 の 合流 点 よ り 松 木川 上 流 約 
lkm の 地点 に 古 生 層 と この 石英 図 緑 岩 と の 接触 部 が 見 られ る 。 こ の 岩石 の 性 質 は 一 般 に 
RG, 中 粒 の 黒 圭 母 一 角 関 石 一 右 英 隊 緑 岩 で 有色 鉱物 に 富む 。 接触 部 より 上 流 約 lm 
附近 か ら 上 流 で は , Showin LEME et D0 花 賠 図 緑 岩 質 の も の は 主 成分 
鈴 物 が 第 倖 長 石 ・ 斜 長石 ・ 石 英 ・ 黒 圭 母 ・ 角 図 石 で , MARMARA - RK - RB 
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で あり , BESS TEMPREL LEX EDCHS しかし, HET ici 
EZR CAPIBOERMS <, 石英 の 量 は 少く て , より 塩基 性 で ある 。 

黒 枝 母 一 角 関 石 石英 図 緑 岩 の 性 質 は 有色 鉄 物 と し て 角 隊 石 , 黒雲 母 を 有 し , 4088 
量 が 多い 。 叉 黒雲 母 に た 比 し て 角 図 石 の 方 を や や 多く 含む 。 無色 鉄 物 は 主として 舎 長石 ・ 灰 
HEAL URRY, 少量 の 石英 お よび 微 斜 長石 は 間隙 充電 物 と し て 生成 する (図版 4-6)。 

この 石英 図 緑 岩 と 古 生 層 と の 接触 部 附近 に は 緑色 環 岩 , 究 山 岩 等 の 岩 脈 が BAL CE 

0, 接 撲 部 附近 の この 問 体 中 に は ホル ン フ ェ ル ス , 清 唱 状 チ ャ ー ト ある い は 石灰 岩 源 の 斑 
RAT = ルス 等 の 大 塊 が 捕獲 岩 と し て 存在 する 外 , 三沢 東方 で も , LO BAER ERO 
ホル ン フ ェ ル ス の 大 塊 を ゼノ リス と し て 捕獲 し て 居る 。 叉 この 岩 体 中 に は 金銀 に 富む 石英 
IRSEAL CTE So 


d: Sees y 204 本 岩 は 主 海 山 の 北東 約 2km の 中 腹 に 分 布 す る も の で , 内 
眼 的 に 灰白色 を 呈し , 石英 ・ 長 石 ・ 黒 雲 生 が 認め られ る 。 細 粒 で は ある が 沢 入 花 賠 内 緑 岩 
に 酷似 し , 広義 に は 黒 圭 母 花 賠 賠 緑 岩 で あぁ る 。 顕微 鏡 下 に 主 成分 鉱物 は 石英 ペル ト 長 石 
( 正 長 石 中 に 草 長 石 ) ARA RES HRORMAAKE, Y3y, ei, BER 
Sho ~KREMARES, 緑 泥 石 , 赤 鉄 鉱 ( 磁 鉄 鉄 の 酸化 に より 生成 ) で ある 。 石英 は 他 
JE, その © 量 は 多い 。 ペ ルト 長石 は 委 長 石 と ほな 等 量 で , Thee interstitial yoFsHE, 
稀 に カー ルス バツ ト 式 双 上 品 を な する も の で あり , 一 般 に 〇 人 触 す る 。 谷 長 右 は 半 自 形 な いし 和正 
7B, 中 心 部 が 絹 圭 母 に 変る も の あり , 灰 草 長石 に 属す る 。 ア ル バ イ ト 双 品 は 著しく な い 。 
黒雲 母 は 大 き な 結 品 は 無く , 通常 1.5mm 以下 , AY, 半 自 形 な いし 他 形 , 一 部 緑 泥 石 
に 変る も る の が ある 。 

CORA Aha Nise £ MEE CHS, 鉱物 成分 が 類似 し , 特に ペル トト 長石 の 連 
卓 の 様式 な ど 柳 似 す る 。 し か し , ペル ト 長 石 と 斜 長石 と が ほ ぽ 等 量 で ある の で , NHB 
母 ア ダメ ロ 岩 (small grained biotite adamellite) と 名 づけ る べき で あろ 3 (図版 4- 
7, 8)o 

な お , この 岩石 に 関係 ある と 思わ れる 半 花 賠 岩 が 三沢 流 紋 岩 類 に 攻 入 し て いる 事 
ある こる さと で ある る 

上 述 し て きた 基 成 岩 類 に つい て , その 時 代 , 相互 関係 を 一 括 す る と , 深成岩 類 は 足尾 流 
袖 岩 類 を 中 央 に し て , それ を 三方 より 取り 時 み , 皇 海 アダ メロ 岩 は さら に 遠 ざ か つ て 分 布 
し , Mle C CES, REO MTR CHS 半 深 成 岩 相 と 深成岩 相 と の 関係 る 不 
明 で ある が , 皇 海 アダ メロ 岩 は それ に 関係 ある 半 花 賜 岩 岩 脈 が 三沢 流 紋 岩 類 に 引 入 し て い 
EDT, これ ら の うち で 最も 新しい 時 代 の も の で な か ろう か と 思わ れる 。 主 海 アダ メロ 輩 
を 除く 他 の 深成岩 は すべ て , 古 生 層 に 導入 し て , これ に 接触 変質 作用 を 与え て 居る 。 石英 
DE a? Ua TS OARS (EBC BAL TOZOTC, 明らか に 後期 を 意味 する 
23, AAVRDIS AAT OBIE ASAE IS A & Qa C th vrg TUN SATE ie aS BEE, Be 
SOW &HMEL THSZOT, WAI BMOMMN LS Zn, 足尾 流 紋 岩 類 は この 地域 の 
酸性 火成岩 中 最も 新しい も の の よう で ある 。 地蔵 岳 の 石英 安山岩 類 は 直接 古 生 層 を 被覆 し 
て いる の で 他 の 火 成 岩 と の 関係 は 分 ちな い 。 し か し , 主 海 , 交 涯 丸 等 の 火山 より は 地形 の 
開 析 が 進ん で いる の で , CNEL VIEHVOOTCERASD I Do BYE, BE, BWA 
山 相 互 の 関係 は 明か に し て いな い が , これ ら は 足尾 附近 の 最も 新しい 火山 活動 と 思わ れ , 
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その 時 期 は 舟 石 層 の 生成 時 代 す な わ ち 中 部 更新 世 で あろ 5 0 
2. 足尾 人 鉱床 を 肥 胎 し て いる 秩父 古 生 層 (第 4 図 参照 ) 


足 選 伏 山 の 鉄 床 は 秩父 古 生 層 中 と 足尾 流 紋 岩 類 中 と に 財 存 し て いる の で あつ て , それ ら 
の 地質 構造 と 鉄 床 と の 関係 を 主として 説明 する 。 


1) 地質 構造 足尾 鉄 床 を 用 胎 し て いる 秩父 古 生 層 すなわち , 渡良 瀬川 右 溢 に 分 布 し , 
足尾 流 紋 岩 類 に 接触 し て 居る 古 生 層 の 構造 に 関し て , 見 掛 上 の 層 序 に つい て 鈴木 仔 ) が , 
寺 内 と 地表 と の 線 合 的 な 結果 に つい て は 洲 野 五郎 , 33) Be) Beas OA HAS BA dre 
し た 。 攻 に ここ で は その 後 判明 し た 諸点 を 補足 する 。 問 藤 累 層 ” は 間 藤 附近 か ら 北 東 に 
向 つ て 発達 する が , その 南西 に 向 つ て は 作 減 し , WIRE OMA, BIB? の 上 
に 直接 上 部 の 砂岩 , FRMEBSAARACPEL CHERL CWS MBS は マン ガ 
ン 鉱 床 を 且 胎 する チャ ー ト は 秩父 古 生 層 の 最上 部 に 位置 し , その 上 に くる 砂岩 お よび 閣 板 
BORPSZBMOMRIERSSLEBOCWS. 渡辺 武男 1 その他 の 是 尾山 地 の 調 査 結 
果 で は , 主要 な マン ガン 伝 床 は 粟野 層 群 の 上 部 チャ ー ト 層 に 発達 し て いる 外 , 萬 生 層 群 , 
AI BEROF + — } 層 に る も 一 部 腺 胎 する と し て いる 。 上 述 し た 問 藤 黒 層 中 の チャ ー ト に は 
VYAVRREM ZIM COC, これ は 粟野 層 群 上 部 チャ ー ド に 対比 し 得る よう で あぁ 
So 渡良 瀬川 左 早 の チャ ー ト 中 に も マン ガン 鉄 床 を 用 胎 し て いて , この チャ ー ト 層 と 章 藤 
団 層 の チャ ー ト 層 h と は 同一 層 準 の も の で あぁ る 可能 性 が 濃く , その 問 に 向 斜 を 形成 する も の 
と 推定 され る 。 BRMPOCH/+R LBS Bc EO Mb NCW ZBI EL 
0, BARRO Re LU CSBIRERCRC HV ’OL BhHNS, この 事実 は 足尾 鉱床 
tRIGL CUZ EBIRD 56 BBC 3. CHET OF V—} BORAETAPAAGA OER 
PBBAMA LVAD LDCHAI LIF AZ—OCOMMMCHAY, さら に 有 有 越 の 背 斜 軸 面 
に 発達 する 七 百 八 十 尺 上 毅 鋼 が 地層 の 層 理 面 に ほ ぽ 並 走 し て 鐘 曲 し て いる 事実 も る, HAS 
有 越 向島 の 形成 に 先立つ て 生成 し た で あろ うと の 考え を な お 一 層 強 くす る 。 し か し て 七 百 
八 十 以上 般 久 を 切る 断層 谷 角 は 向 斜 形成 に 伴 な つて 生成 し た の で あろ う 。 この よう な 大 き 
な 構造 は 足尾 流 紋 岩 類 吐出 前 の 地殻 変動 に よ つ て 形成 され た も の と 推定 され る 。 連 慶 時 主 
DRO) \-++ REAR SESE D ho & ERE DLO TW AB PEOMOKE BABB, 
BES CORE O CBM ANKDDCH4AI, し か し て 足尾 流 紋 岩 類 噴出 後 の 
断層 運動 も 存在 する の で あつ て , これ に 伴 つ て 生じ た 断層 は 既存 の 断層 の 再 移動 と な つて 
重複 し て いる 場合 が 多い よう で ある 。 

2) BAROAR 有 越 向 斜 地帯 お よび 連 慶 吐 地 帯 の 両 地帯 に 発達 する 鉱脈 な ら び 


1) 鈴木 敏 : 地質 . 10, 1898. 
2) 小野 五郎 , BHA : me, 54, 1948. 

3) SRA > ALK RR, 6, 1950. 

4) Biexerag : 地質 . 58, 1952. 

5) BExee RA : okie, 3, 1953. 

6) REBAR : Bek, 38, 1954. 

), 8) BREeAA : 鉱山 地質 , 3, 1953. 

9) SERS : 日 本 鉄 物 趣味 の 会 研究 報告 ) 1, 1944. 
) 渡辺 武男 他 : 是 尾 山地 地質 説明 書 , 1957. 
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VOT EESAIS RIC BPE ARSMRMOVSBKE OCH ABRIL 明か に し た と ころ 
で ある 。 SROMBAIRO 5b, 或 る る の は 古 生 層 お よび 足尾 流 紋 岩 類 の 両方 を 一 続き の 
脈 と し て 寿 ぬ いて いる の で , この 種 の 断層 健 万 は 流 紋 岩 類 噴出 後 の 圧縮 力 に より 形成 され 


た と 考え られ る 。 叉 前 述 し た 古 生 層 中 の 多く の 断層 符 角 は 流 紋 岩 類 噴出 前 の 禄 BH 


由 運 動 に 伴 


つて 生成 し た で あろ う 事 は 得 定 し 難く , し た が つて 新旧 両方 の 断層 答 鐘 が 存在 する こと 


に な る 。 し か し 芝 等 を 実際 に 識別 する こと は 一 部 を 除い て 非常 に 困難 で ある 。 古 生 
MakOMA te AM CSRS, 古 生 層 中 に 存在 する 部 分 は , HEBOR 


Resi 
遇 構造 と 密 


接 に 関係 し た 位置 に 形成 され て 居り , し か も, この 断層 符 角 に よる 両 毅 側 地 塊 の 変位 量 
は , 十 生 層 中 で は 大 きい が , 流 紋 岩 類 中 で は それ に 比 し て きわ め て 小さ い 。 こ の よう な る 


の の 3 うち, 蝶番 断層 に よ ょ つて 説明 可能 の も の も ある が , 全て を それ で 説明 出来 な い 性 質 
も の が 多い 。 お そら さく, 流 紋 岩 類 噴出 前 に 裾 曲 運動 に 伴 つ て 生成 し て いた 古 生 


BORE 


OU BAR o, RHROR RAC LOCTCERL CHAI RMBMPORRA, 連絡 し 合 


つて , —X OMBARETER Lc bOL Bons, LaelLtsh#ee tom 


FERB7NZ EOC, 元 の 位置 で 再 運動 し た に 過ぎ な い の で は な か ろう か 。 Hl 


向 に 大 き な 差 異 が ある 場合 は 別 と し て , MAND, 多少 の 差異 が あつ た と し て る も , 
ED EE CH SAR, 新しい 圧縮 力 に 応じ て 再 運動 を 起 し , MLV AiO AR + REI 


し た の か る も 知れ な い 。 BF SI GEBA CIM BAO ARO BAIL BUR OD 


運動 に 任 つ て 形成 され た も る の だ ろう と 療 え られ る 。 


a; 


SAL aO 
の 圧縮 力 の 方 


Bk 


(S34 


越 地帯 有 越 地帯 の 断層 付 狂 の 系 統 に つい て は , REAR? が その 詳細 を 明 ら 


か に し , 穴 角 の 系 統 を 大 別して 外 廊 断層 と 内 部 断層 と 命名 し た 。 こ の うち , 内 部 断層 は 方 


向 の 上 で 三種 の 系 統 の も の に 分 類 出 来る 。 その 一 つ は 通 沿 地 並 以 上 に 発達 する 七 百 八 十 太 
錦 や 通 洞 地 並 以 下 に 発達 する 大 正 十 二 年 負 等 で , その 走向 は N55°~65°E, (HAN SE 
45°~30° で ある 。 他 の も の は 三 百 尺 鋼 に 平行 する 走向 N10°~30°E, 傾斜 SE 60°~ 
80° OUTER CH Ao 浅野 五郎 が は この 二 系 統 の も の を 流 紋 岩 類 吐出 後 の 圧縮 作用 に 
ょ る 一 対 の 凛 断 脈 で あろ うと し た 。 その後 筆者 の 調査 に よれ ば , COLAC MBE IO 
MRAMOME, すなわち 乏 り の 方 向 が 何れ る も 同 方 向 の 和志 り の 関係 に あり , 三 百 尺 鐘 に 


平行 する N10°~30°E OB RAE TOFS, 七 百 八 年 尺 鋼 の 枝 脈 の 状態 で 分 岐 し て 


Wt, その 上 両者 の 迄 り 方 向 の 関係 が Anderson) O35 splay fault に 類似 し て い 
る 。 し か し , ZEOMBZH MAA) iO deh CAC? b 解 さ れる 場合 が 多 
く , これ 等 の 発生 , 消失 が 小 格 曲 の 発生 消失 と 密接 に 関係 し て いる 事実 に より , Tila 
噴出 後 の 圧 縮 作 用 に よる 紋 断 脈 と 解す る より も, 前 述 し た よう に 叶 出 前 の 祝 曲 運動 に 関係 
し て 生成 し た と 解す る 方 が 妥当 で は な か ら う か 。 勿論 橋 曲 が 噴出 後 の 圧 縮 作 用 に より , # 
に 新しく 助長 され た と する 事 も 盆 定 出来 な い が , MICENICERO CHIR EA UCR EL 
Ch, 既存 の 駅 を 切る 程 大 き な も の は 生じ て いな い 。 お そら さく 噴出 後 の 圧縮 作用 は 古 生 層 


の 構造 に 大 変化 を 与え そる 程 に は 大 きく な か つた の で あろ 3 う 3。 そ の 力 の 大 部 分 は 既存 の 断層 


1) SHEA : 鉱山 地質 , 3, 1953. 
2) BERERAA : Bek, 38, 1954. 
) 

) 


oo 


, 4) PeEPRRR : 東北 大 選 研 薬 報 , 8, 1950. 


5) Anderson, E.M. : The dynamics of faulting, 1942. 
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Bis 2) FRR & Bikes HE FICBIAENKOD CLAMPS 3 dro 

b : SIRI == OM OM BBR ROARK OM, 筆者 や 〕 が 既に 発表 し た よう 
CE IGEMRMS OMSL AY, SOM DBAS OBI AD 5 YK L RIO AKREE 
量 す る 。 HMC LOCA KHOA DRE 5 CH SM, 非常 に 不 規則 で あ 
る 。 こ れ ら の 断層 谷 鱗 の 各々 の 紀 り 方 向 は 不 規則 で あり , BBIGEI LAH Ee 
角 は 連座 財 横 均 窒 曲 上 翼 部 の 波状 祐 曲 の 行 庄 り に 生じ た 衝 上 断層 の 状態 で 発達 する 。 LK 
DOT LOW OB BAO Seed Bw CRC URN SS HD) A © PA 
係 し て 生成 し た も の が 基本 と な り , VRSCA EA Pc AEN S VPA IS Oo EO 
Sie RES LL, この 時 期 に 新しく 大 き な 奉 毛 の 形成 は 少な か つた も の と 老 え ら 
れる 。 先 に 宮 持 脈 絡 入 の 方 向 が 流 紋 岩 噴出 後 圧 縮 作 用 の 働 ら いた 方 向 で あろ うと 療 え , 他 
DARKO BARE 一 対 の SPIRE IRL TA, 替 包 の 基本 型 は それ 以前 に 形成 され , 
噴出 後 の 圧縮 作用 は 既存 の 古傷 を 再び 傷つけ る よう に 働 ら いた と 解す る 方 が 妥当 と 思わ 
れる 。 

3) 岩石 の 性 質 

a: De We. FSR, 砂岩 が 著しく 優勢 に 発達 する 場合 と , RSA EK 
と な り , その 間 に 夏 岩 が レン ズ 状 に 控 在 する 場合 と が ある 。 こ の 砂岩 は 肉眼 的 に 署 灰 緑 
色 , ERIS CHA RBS 6 LWA LIBEREC, WALES RNMILBRAR CE 0.5 
mm YD FOSOMSWo WEL LCHE SARA: - MERASIL UMC, SOR 
雲母 ・ 電 気 石 ・ ジ ルコ ン ・ 燃 灰 石 を 信 む 。 蛋 結 物 は 粘土 質 細 泥 を 主 と す る も の で , Bw 
の 性 質 を 有する 砂岩 で ある 。 

b: Riis 粘 板 岩 は 一 般 に 砂岩 と 互層 する が , RCA ORB CBE So 
秒 質 粘 板 岩 や 千 枚 岩 様 の も の る も 存在 する 。 片 状 構造 が 明らか で , 片 状 に 排列 する 絹 雲 挟 お 
ょ よび その間 に 挟 存 する 役 粒 叉 は 細 粒 の 石英 より 主として 成り , BRORAMERAT Bo 

c: 更 質 板 岩 青 緑色 , 灰 青 色 な いし 灰白色 を な し , Fv—} CRE LOREM 
の 岩石 で ある 。 し ば し ば 黒色 粘 板 岩 の 薄 薬 と 灰 和 百 色 の 革質 板 岩 薄 薬 と が 締 状 の 互層 を な し 
て 産 す る 。 頭 鏡 下 に この 斑 賀 板 岩 は 一 般 に granule 構造 を 示す 。&granule の 径 は 約 0.5 
mm で , BYREEROVRIRL7ORROD DS OCHS. Matrix は きわ め て 徴 細 な 石英 と 細 柱 
RT BRHEROMEEE ELL, RAMLASET So 

A: チャ ー ト チャ ー ト 層 は チャ ヤー ト の み の 厚 い 堆 積 物 で は な なく, Bictx— p wet 
EER SS HE & ORE CREAT VLOC, AMONHBERTEECHSZ. 
康 を 用 胎 し て いる チャ ー ト 層 の 厚 さ は 約 80m で , 405%, 最上 部 すなわち , BRR 
AOE SOM SH 10m des 4~5cm OF ¥— MBER LUGHLIELA LESBO 
AiG tc OHth), ZO P MESH 10m は 約 10cm OF+~— > HEL KH Icom の 
EEE ME LORIE CH So SHI IO PUSS 2 へ ~6cm OF-1~— EL BHD 
CHO EEA AME LORE CHS. F hb b BRE HAR to OB ta 
し , EBMC4T <1 GEO CBREROML ERT £5 ATE ROREEERIT OCH 
bo チャ ヤー ト の 顕微 鏡 的 特徴 は , KBPS DY THRMOBKE ORD, SROMBEER - 


1) 草 雑 忠明 : 鉱山 地質 , 3, 1952. 
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粘土 鉄 物 が 散 点 する 。 Granule MYEAREC, granule の 長 軸 が 成層 面 に 平行 し て 持 列 
する 。 

チャ ー ト の 色 は 黒 ・ 灰 ・ 青 緑 ・ 赤 お よび 百 色 等 で ある 。 

ee ヤー ルズ スタ イン 放 の 岩 大 は 変質 が 著しく, その 療 岩 を 決定 し 難い に が, お そら さく 
Rill Bee CHS 5 。 渋川 団 層 中 の 理 質 板 岩 中 に 一 層 双 は 接近 し て 二 層 が 挟 在 する 。 渋 
川 で は この 厚 さ が 2~3m で ある が , それ より 北東 部 に 向 つ て は 連続 発達 し , 厚 さ も 10 
BM に 達する 。 西 南部 に 向 つ て る 発達 する が , 有 越 で は や や 不明 際 と な る 。 寺 内 で は 通 
洞 地 並 や その 他 下 部 レベ ル で る も 発達 し , HB CS, 主 脈 の 上 般 側 地帯 で る 発達 する 
が , BAM ACMBET SOL EB Wo 

ARRAY KAARRKEAC, 方 解 石 の nodule 状 物 質 が 多数 包含 され る 。 BER 
FED LBD SM, これ が 落 脱 し た 場合 に は 多孔 損 と な る 。 こ の 孔 は 話 岩 の 気孔 と 考え 
られ , その 発達 の 状態 , すなわち 各々 の 気孔 の 合 一 ある る い は 部 散 の 状況 叉 は 気孔 の 分 布 位 
BSC LOC, この 類 岩 堆積 時 の 上 下部 が 判定 され る 。 話 岩 に お ける 気孔 は 上 部 に 多く 分 
HL, 叉 二 個 以上 の 気孔 が 上 部 に 向 つ て 合 一 する と いう 一 般 的 性 質 を 利用 し て 開 藤 か ら 
潤 川 有 越 に わた つて 分 布 す る シャ ー ル スタ イン の 真 の 王 下 が ほ ば 判定 され る 。 こ の こと 
は 注 川 に お ける 砂岩 粘 板 岩 が 下部 に , チャ ー ト が 上 部 に 位置 する 見 掛 上 の 層 序 は , 実は 逆 
転じ で いる る の で ある と 雲 う つり LLEORARAML RS 

この 岩石 は 顕微 鏡 下 に , BOR ADR ORAL EL OMA AERUK DSO Fb 
造 を 残し , その 中 に 0.2~0.3mm の 斜 長石 唱 子 を 有 し , BMERESRRM AMR 
様 鉱 物 が 少量 存在 し , 流動 構造 を 有する と ころ も ある 。 変質 作用 を 強く うけ て いる が , 原 
岩 は お そら く 安 山 岩 質 丸 岩 で あろ うと 思わ れる 。 

B 秩父 古 生 詳 中 の 鉱床 

1) 地質 構造 と 鉱床 と の 関係 秩父 古 生 層 中 の 鉱床 が 地質 構造 と 密接 に 関係 し て いる 
状態 に つい て は , すでに 浅野 五郎 , 3) BEND) 人 算 が その 詳細 を 明か に し た 。 故に ここ 
Clk, 説明 の 不 充 分 だ つた 事項 や その 後 判明 し た 事実 の 相 点 を 補足 する に と ど め る 。 

有 有 越 河 鹿 群 は 最上 部 の 亜 錠 河 席 か ら 最 下部 の 福 禄 河鹿 ま で 垂直 距離 約 320m, GARD Ye 
し に そう 延長 約 1000m で , 下部 か ら 上 部 まで 一 費 し て 鉄 液 の 上 昇 通路 と な つて いる の 
vasa (AIK) と 三 百 尺 鐘 と で ある 。 特に A 脈 は この 地帯 の 幹 脈 と な つて いる が , 下 
ie reins Be aa een 

能 性 が 考え られ , SL CEN UTM AHF EH L OPAC T OO LPMENS 
NG eee Aa sched RRR 
Figs 320m 附近 で は , この 主 脈 に A 脈 お ょ び 三 百 尺 鋼 が 落合 いれ れ よ り 上 部 は それ 等 
の 落合 線 が 主要 讐 液 上 昇 通路 と な つて いる 事実 が 調査 の 結果 ほぼ ば 確実 に 判断 され る 。 今 


1) 曹 雑 忠明 : 鉱山 地質 , 3, 1953. 

2) FRAG : ALAR, 6, 1950. 

3) WAAR : 鉄山 地質 , 2, 1952. 

4) BRERA : HAGA, G8, ERGKIL, 1952, 
5) HERERAR : 久山 地質 , 3, 1953. 

6) BAe RAY : Bk, 38, 1954. 
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ATT ERO GMLO RPO CT, 下部 か ら 上 部 に 向 つ て , その 要点 を 記述 し て 置く 。 cet 
(第 5, 6 図 参照) 


Fig. 5 久居 何人 内 x ぁ り る EK oR Fig. HiiGse BY of TARE 


4 TORBe 300K Mea or 


BASES N7MAD IS, (1) 最 下 部 の 福 禄 河鹿 は 前 記し た 落合 線 を 上 昇 し た 鉄 液 に よ 
区 成 さ れ た 富 鉄 体 で ある が , MMe 380m (F/B) 附近 で は , 主要 鉄 液 の 通路 は 七 
BV FREBAROMRE AML OBARCBHL, この 落合 線 に 橋 曲 軸 が 落す 小 裕 曲 地 
帯 を 交代 し て , 優 奉 な 鉄 体 を 形成 する 。 His 482m (FRB) PE CRATES A 
し た 小 祥 曲 構造 の 消失 と 共に , この 河鹿 の 鉄 化 も 終了 し て いる (第 6 図 )。 (2) /\+- RO 
EB EULER FREE (第 7 図 参照 ) は 標高 380m ME CSR Rt ce) RES 
鋼 と の 落合 に 端 を 発し , 前 者 は 標高 318m (Po), 後者 は 標高 482m (PR) CHES 
終了 する 。 (3) 下 八 附近 で A 脈 と 三 百 尺 負 と の 落合 線 に 端 を 発し た 御 虹 河 席 は 下部 に お 
ける 有 越 向 斜 謀 体 の 向 欠 軸 附近 を 交代 し た 富 鉱 体 で , 下 五 附近 で 膨大 と な り , 水平 断面 積 
60m x 120m に 達する (第 7 図 参照 )。 結 局 上 述 し た 三 系 統 の 富 然 体 は 下部 で は 合 一 し , 
さら に 幹 脈 と な つて , 央 道 に 向 つ て 落す も の と 判断 され る の で ある 。 (3) OMIT HS 
胎 し た 向 斜 帯 は 下 五 より 約 20m 上 部 で 二 つ っ つの 小 向 録 に 分 離し , それ に 伴 つ て , SRY 
御 典 河鹿 と 三 百 尺 河 度 と に 分 離す る 。 御 典 河 席 は 標高 542m ( 下 三 ) で 小 向 倖 構造 の 消 
失 と 共に 鉱 化 が 終り , 分 離し た 三 百 尺 河 席 は , Fo (標高 570m) CAKE OEIC EK 
液 の 供給 源 を 求め , その 下 盤 側 小 祐 曲 地 帯 に 発達 し た 三 百 尺 新 河鹿 と 標高 588m ( 下 一 ) 
で 合 一 膨大 化し , その 平面 積 は 110mx20m に 達する 。 こ の 三 百 尺 河鹿 は 標高 771m 
(上 五 ) 附近 まで 連続 し て 最も 優勢 な 鉄 化 を 示す も の で ある 。 

次 に 標高 610m ( 通 洞 地 並 ) で A 脈 と 他 の 脈 と の 落合 に 端 を 発し た 千 六 十 玉 河 鹿 お よ 
ORES RO ABD, 上 部 に 向 つ て 発達 し , 亜鉛 河鹿 の 系 統 は 地表 (標高 840m) まで 
上 上昇 し て 有 有 越 河鹿 群 の 十 頭 を 形成 する 。 叉 これ と は 別に 七 百 八 十 尽 お よび 六 百 五 十 尺 河鹿 
の 系 統 が 下 一 附近 か ら 発 達し て 上 昇 し , 小 向 斜 の 生成 消失 と 矯 接 に 関係 し て 分 離 あ る い は 


Sr 


a 


Bi Fee RO IC 285 


た し BN) 
SlH# Wm 者 
see €& gS 
| a 色 fg 
HS RG. th. ee チャ ー ト 
ZO HR 岩 Bie 
CE BER Ax tov hh 
ンー Moa th RMF 
Fe Ma fe, Hv 


合 一 し て 標高 800m (EA) 附近 まで 発達 する 。 

以上 に よ ょ つて , 脈 あ る い は 脈 と 脈 と の 落合 線 は 主要 鉱 液 の 流通 路 と な り , REED EB 
成す る 外 , 落合 線 に 向 つ て 析 曲 軸 が 落す よう な 小 向 斜 の 発達 が あれ ば , AMPA UE ICS 
う て る も 交代 作用 が 行わ れ て いる こと が 判り , ARIMA MIA CIEL COS OE 
LY, AH OSAWAM, 断続 する 富 鉱 体 を 形成 し た も の と 推 察 され る 。 そ れ は 丁度 幸 
と 攻 と の 関係 に 酷似 し て いる 。 
連 慶 時 河鹿 群 に つい て は その 詳細 を 1) すでに 明か に し て , 有 越 河鹿 群 と 下部 で 落合 う 


1) BB : 鉱山 地質 , 3, 1953. 
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で あろ うと 推定 し た 。 下 部 開発 の 結果 , こ の 予想 は 一 層 確 実に 近く な り , さら に 下部 で 
は , JA BRIGSEWRASBAUR & 72 OCHRE S DEBS L OP KICAT CHS 9 (A DH 5 
れる の で ある 。 

次 に チャ ー ト 地帯 の 録 脈 は 鉱 化 が 全般 的 に 著しく な い 。 そ の 原因 は お そら くさく , Rikom 
因 に 関係 し て いる の で あろ うと 考え られ る 。 BAW AS HNC EO CEM LA LBA 
BN, 迄 り の 結果 生成 し た 粘土 脈 と な つて いる 事 が 多い の で ある 。 し か し て 鉄 化 と 著しい 
RAY I Ue L Ble Le OVA PTI LEE SH, 又は 河鹿 と 密接 し て いる 部 分 の み で , Riv 
に そう 鉄 化 は この よう な 箇所 より 30~40m 以内 に と どまり , 延長 方 向 に は 続か な い 。 
丁度 富 鉄 体 の 一 辺 を 形成 し て , それ より 足 を 出し た 貌 で ある 。 こ れ は 鉱 化 が 落合 線 を 中 心 
と し て 行わ れ , 遠く へ 波及 し な か つた 事 を 意味 する も の と 思う 。 FV — } HHL RO 
ry, 録 化 が 義 し く , 脈 幅 広い 富 鉱脈 を 形成 し て いる の は 七 百 八 十 尺 負 と 大 正 十 二 年 鋼 で あ 
Bo LOROW Wie N55°~35°E, 傾斜 SE50° ょ で , ft Bere LR L CHAR 
な り , RSE. (OMMLAWO KD OMRDEBBT SL, 水平 的 に も 垂直 的 に 
も , A 脈 お ょ び 三 百 尺 鋼 に 対し , McKinstry) の 蓋 う 第 二 次 の 凛 断 脈 に 類する よう で 
あぁ あり, これ 等 の 災 万 が 福 曲 作用 に 強く 支配 され て 形成 され た 弦 断 脈 の 性 損 を 有する よう で 
ある 。 そ し て この 生成 が , 流 紋 岩 類 内 の 向 鱗 の 生成 より は 古い 時 期 に 属 する も の で あろ うう 
こと は 既 述 し た が , 流 紋 岩 類 中 に 答 鯉 の 生成 し て いる 時 期 や その 生成 作用 の 継続 中 に 鉱 化 
作用 が 行わ れ て いる 際 , LOFK—}PORBM, 第 4 図 に 示し た 方 向 の 和志 り を 再び 行 
えば , KEPIAEMS CA) \+ RSA BIA LC, Hulin® Om5 BCS CLES 
£3 TS RIRDIGR SHAE CHS o BERANE BO MAC KY PHA AN 2: HRY GEL 
て 乏 つ た 状態 を 示し て いる の で , SUE ORO THE) + EMS SRO CMM SNSO 
—= Fim D BAS O BEE VS BES THR TIEN OME BEL CHF O RAE RT A — AMZ 
見 られ , OFM AICREAT SPUR A OTR AAR IO REO DV. N68S°E 方 向 の も 
の と 走向 が 近似 し て いる の で , WPCC RIE LEH tO dD OORBICKEY, 
既存 の 凛 断 性 の 脈 の 肉 , この 走向 近似 の も の が 張力 婁 角 の 性 質 を 帯び た 可能 性 が ある 。 お 
そら さく 以 上 の 二 つ の 作用 が 同時 に 働 ら き , BHA < BAA AN AMMO RE, GMETE 
が 行わ れ て 富 録 脈 が 形成 され た の で あろ う 。 

2) 鉄 化 の 状態 連 魔 時 並び に 有 越 河鹿 洛 の 両 地帯 を 通じ て , TER eG ahs LUN 
石 の 品 出 順 序 を 総括 する と 第 8 図 の よう に な る 。 

BE BAA BRO REL Ds BS TILA BAO RBI AK-S GREASE GAS RATBROK Fe 交代 し て いる 
場合 が 多く , SORRREKO Bar AVI RAT SYS SY, 明らか に 後期 を 意味 し て い 
Bo し か し 次 銅 然 の 中 に は 早期 の 磁 硫 鉄 鉄 と ほとん ど 同 時 に 生成 し た と 考え られ る も の る も 
生成 し て いる の で , 攻 銅 鉄 の 鉄 化 作 用 は その 量 が 英 大 で あぁ つた ば か り で な さく, GMEVER % 
比較 的 早期 より 長期 に わた つて 行わ れ た も の と 思わ れる 。 MRD Bis REPRO PRET TE G 
鉄 に つい て も 云え る の で あぁ つて , GAAP? BUGS GK OD UMMC PER EAT 
事 が し ば し ば ある 。 ARE HEAO ERS 中村 ROP) が 流 紋 岩 類 中 の も の を 早期 と 
ee McKinstry, FL iat AMC Ola Cl peo OSA 
Hulin, C.P. : Econ. Geol., 24, 1929, 

中 村 jel: 地質 , 54, 1948. 
中 村 fm: 地質 , 56, 1950. 


Nakamura, T.: Jour. Facu. Sci. Univ. Tokyo, Sec. 11, 8, 1951. 
Nakamura, T,: Jour, Inst, Polyt. Osaka Univ. Ser. G.- 2, 1954, 
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Fig.8 PEWREEMEMIN cc RUM し て 記録 し て いる 。 FV — | MUP OSAP IC 


eve pealeceL Taw] (f) 早期 の も の も 存在 する が , PARTIC BE 
5 aioe 8 | する も の は , RERRRO AN Acie 3 Cao 
ae agi ie, し , HSAWiLEHAM e 2h L dT TORRE CHE 
Hi Bt PR oe) meme - - -- == - — = - <> 出す る も の る も 存在 する 。 FEO CHIRK dah 
a niet ae As KY Y 早期 の も の か ら 後 期 の も の まで 比較 
ts er = 的 品 出 期 が 長い も の と 判断 され る 。 
iD 次 に 河鹿 の 鉱 化 が Bey Pe is & BGR L OYE 
HE TIEN Uk a 合 線 , ある い は 禄 曲 軸 附近 を 中 心 と し て 行わ 
ae = れ て いる が , か くし て 生成 し た 河鹿 内 の 鉄 化 
ab Tae 二 | の 強弱 度 が , 実際 具体 的 に どの よう な 関係 に 
ne —| ある か を 明らか に する た め , 等 品位 曲線 図 
(第 9 お よび 108) を 描い た 。 この 図 は 磁 


RABE URGES GMEC IRE, Fed SEMLOUREGE kL VK MMA ORE, 
夫々 の 鉄 物 の 特徴 を 示す 元素 の 量 を 以 て 表現 し , SO ULOB LO MERA FARE DLT 
示し た 。 BAAIC, 一 定 の 間隔 , 距離 で 擦 集 し た 試料 を , S, Zn, Cu HEU Pb 等 の 
分 本 を 行 つ た 後 , Zn 品位 は 分 析 値 を その まま 使っ て 鉄 関 亜鉛 鉄 鉄 化 を 示し , S 品位 は 鉄 
PRK, 方 錯 鉄 お よび 黄銅 鉄 中 に 含ま れる S 量 の 和 を 差引 いた 残余 を 磁 硫 鉄 鉄 の 品位 
と し た 。 な あお, この 等 品位 曲線 の 作図 に は 鉱 化 状態 の スケ ツチ を 参照 し た 。 試 料 採 集 章 隔 
CR TMI AE, CO ROME BECKS, スケ ツチ を 参照 すれ ば , 実際 
上 , この 程度 の 控 集 間隔 で 充分 目的 が 達せ られ る 。 

ここ に 図示 し た 氏 体 で は 銅 鉄 化 が 極め て 劣勢 で ある が これ に 接し た 銅 鉄 化 の 強い 部 分 
は 過去 に 控 掘 終了 し て いる の で , 現在 は 鋼鉄 化 と 前 二 者 と の 伝 化 の 関係 を 明らか に する 事 
が 出来 な い 。 

この 等 品位 曲線 で 示し た 鉄 化 図 と , 同一 箇所 の 役 組 や 析 曲 その 他 を 記入 し た 地質 構造 図 
CEMATAL, BCE LB) ABET ORBEA RAE RL TES BORE 
Lt, BRBZNSeEPOIKERAL, ZOMWOF V—PERBULKEIDLBAZELNSZO 
CHSo SVUAVEOMADKMERGL TC, 鉱 化 の 中 心 を 上 下 に 追跡 する と , 上 記し た よ 
5 TAO Sb A CL Citi, FCA ITN COS RMB 
Bo TREC BADR L © SME MEAS A — BW babu Bo 
次 に , GREAT A EAC AS BERRA PD ERIC 3 CATON TW SARK, この 図 に も あ 
ら わ れ て いる が , 顕微 鏡 観 察 で は , それ 程 時 期 の 異な る る も る の で な く , 一 連 の 鉱 化 作用 中 の 
比較 的 の 問題 に 過ぎ な いよ ょ よう で ある 。 従 つ て 磁 硫 鉄鉱 鉄 化 は 既存 の 克 角 に 沿う て 行わ れ た 
で あぁ ろう が , 引き 続き 行わ れ た 鉄 図 亜鉛 鉄鉱 化 が , Tr LAA e POKTADN CWS 
事実 は 磁 硫 鉄鉱 鉄 化 中 に も 符 引 の 再開 唱 す る よう な 運動 が 行わ れ た も の と 解 し 得る 。 
次 に チャ ー ト 中 の 河鹿 ゃ や 久 脈 を 形成 する 久 石 の 性 質 は 有 越 お ょ び 連 慶 財 の 両 地帯 共に , 
一 般 的 に 上 部 の も の が , 下部 より も 著しく 石英 質 で あり , 下部 に 行く に し た が い 脈 石 と し 
CARBO BHI tT SAMSON So 鉄 体 周 辺 の 母 岩 の 変 質 も 上 部 程 理 化 作 用 が 閉 し 
く , SOB BHD [Roo FUNC BO CEE (EAE ILS CHOY, PMO AT EC 
は 母 岩 中 の みな ら ず , GAAHBICD FEERMOARMBL<Y, チャ ー ト の SiO, 分 は 深 
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Fig.9 亜鉛 河 記 っ 符 品 位 曲 線 園 (Ek) 
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Bisa ALO。』' 分 が 残さ れ た 状態 を 示し , 石英 質 の 鉱石 も 逐 し い 。 

鉄 化 剤 が 液状 か ガス 状 か 何れ に し て も チャ ー ト が 交代 作用 を 受け た 事 は ほとん ど 紅 う 
べく も な い が , 之 等 の 薄 解 され た SiO。 は 河鹿 の 規模 か ら 推 し て 英 大 の 量 で あつ た と 想 
像 され る 。 し か し て , この SiO。 は 脈 石 と し て の 石英 あぁ あるいは 釣 体 周辺 の チャ ー ト 中 
に 石英 細 脈 の 貫入 と いう 3 う 形 で 再 沈 拓 し た で あろ うこ と は 想像 に 難く な い が , それ 等 の 量 は 
落 解 量 に 較べ て きわ め て 少 い よう に 思わ れる 。 お そら く 残 余 の SiO, ic Riese 
の 上 部 に 一 大 坦 化 帯 を 形成 し た で あろ う が , これ は 削 智 され 尽 し た も の と 考え られ る 6。 

チャ ー ト 地帯 の 鉱床 の 周辺 で , チャ ー ト が 特に 赤色 を 量 す る 部 分 が ある 。 筆者 は こ 


1) FAME + 鉄山 地質 , 3, 1953. 
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き 赤 色 化 を 一 種 の 変質 作用 で あろ うと し て , 4ORRO—7E AGGRO SHI GHBWL TH 
る 状態 か ら , その 酸化 に 原因 する の で は な か ろう か と 起 像 し た 。 こ の 点 に つい て 此 生 周一 
は 化学 分 析 ・ ノ レル コ ・ 電 子 頼 微 鏡 に よる 研究 を 行い , その 結果 , 赤色 チ ナヤ ー ト は 他 の 灰 
fi, BRAGDF -v— bICLERLT, FeO, : FeO の 値 が が 高い 。 じ か も Fe,O,-+ FeO 
DALLA % ENB 579 そし て チャ ー ト } の 赤色 の 原因 が 赤 鉄 鉄 を 含有 する 事 に よ 
BOC, 金属 鉄 物 の 生成 と は 直接 関係 し た も の で は な いと 数 示さ れ た 。 


3. 足尾 鉱床 を 肥 胎 し て いる 足尾 流 紋 岩 類 


銅 鉄 灯 の 母 岩 の 一 つ で あり , 姉 炊 岩 で も ある 足尾 流 紋 岩 類 (Ashio rhyolitic comp- 
lex) に つい て は , 従来 単に 石英 粗 面 岩 と 呼ば れ , その 構造 や 岩 質 等 の 研究 は 充分 行わ れ 
な か つた よう で ある 。 従来 の 記録 を 次 に 示す 。 齋藤 譲り は “足尾 石英 粗 面 岩 は 古 生 層 を 


1) 斉藤 譲 : 震 災 予防 調査 会 報告 , 27 号 , 1898. 


Bye 
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Fo C, WHER, し か る も 僅 に 基 の 通 道 の みな を みた し て 一 隆起 を な し た ”。 BAK 
は リリ や ゃ 詳しく 記載 し て いる が , その 要点 は “ 古 生 層 の 本 岩 に 接する 所 は 基 岩 脈 を 以 て 
突出 もせ られ, AEA BRLORE Et Zo RBA HERO ZEST SVOERET SOS 
な ら ず , ANOBME HEL, 叉 小 漠 方面 に て は 花 賠 岩 の 破 片 を 合 み , HEB A Shim 
岩 を 打 磁 し て 地表 に 突出 せ し ゃ 明 な り 。 帳 石 は 石英 粗 面 岩 の 一 部 , 鉄 泉 に 犯さ れ , 基質 を 
理 酸 禁 土 鉄 に 変体 すし も の な り 。 石英 粗 面 岩 中 に 包 婁 せら る る 粘 板 岩 等 の 岩 片 は 岩 質 を 変 
FFT, 之 は 酸性 質 の 火山 岩 な る が 故 で , 古 生 層 の 本 岩 に 接する 所 器械 的 の 作用 を うけ て 消 
く 《 く 破砕 する も 岩 質 変 ぜ ざる は 同様 の 理由 な り ”。 福 地 信 世 *) は “In the later Tertiary 


period, a volcanic eruption destroyed the Palaeozoic rocks and formed a fun- 


nel shaped crater. From this crater an eruption of liparite magma took place 
forming a rolcanic cone. This cone has been eroded end now looks like a vol- 
canic neck. At several points in the innermost interior of the Tsido adit and 
the upper third level of the Jtuinen vein remains of wood have been disco- 
vered in the form of natural charcoal which was caught by the liparite lava 
from the surface. For this reason we may assume the liparite now exposed in 
Ashio is not confined to the neck but also includes lava flow. The liparite 
forms the isolated mountain block confined by the rivers Késhinzangawa, 
Degawa and Watarase. The lparite has an extensive area on the surface, 
but contracts like a funnel as it goes downward in the mine. The contact 
section of liparite with Palaeozoic embraces a great number of Palaeozoic 
blocks presenting the appearance of breccia.” #7&REIx® “dk, 東南 , 西南 の 三 
BRIERE ORAL CREA, PRPS HEBOMARSMEBE LD, LOPE 
TED RE ¢ (CERI ARE HOT, 上 部 の 古 生 層 の 岩石 を 粉 徴 應 に 飛ば し , そこ 
へ 石英 粗 面 岩 の 岩 柴 が 出 て 来 て 固 結 し た 。 ” 又 渡 辺 万 次 郎 か お よび その 他 の 諸 先 学 は 何 
れ も , ほな ば 福地 信 世 の 記載 を 踏 嘩 し て いる よう に 思わ れる 。 減 野 五 郎 は 石英 粗 面 岩 を 京子 
内 石英 粗 面 岩 と 足尾 石英 粗 面 岩 と の 三種 類 に 区 別 し た 。 筆者 は この BRM SILO 
いて , その 分 布 , HE, BAS LUA ES OARRRE WS AIL, KUWELT 
PC ORNS EAS L720 F720 OFM SOLER, 砕 居 岩 , PRE BEIR 
岩 か らち な る 足尾 流 紋 岩 類 (Ashio rhyolitic complex) と 名 付け , 噴出 物 が 水平 に 近く 堆 
積 し て 生成 し て いる 一 種 の 成層 火山 と 考え , 噴火 口 ゃ 火 道 の 位置 を 推論 し た 。 有 叉 足尾 流 紋 
aK & AES & DO BEAMS IME TS % FR SEB b AS, その 産出 状態 か ら , この 
成因 を explosion breccia と する より る も FADS BEML & HL EO CE REL EU ef 
E> basin OmaaMlC AU 72 BED AGEPSTIR CH LHR L Po SL CAMEO MEH 
形 は 大 山 爆 発 に 先立つ 陥没 に よ ょ つて 形成 され た 一 種 の カル デラ で あろ うと 考え , MRKAO 


鈴木 fi : HWE, 10, 1898. 

Fukuchi, N. : Pan-Pacific Sci. Congress. 1926. 
HERE : HRGKASE, No. 497, 1926. 
PEARS : 

RAEN): 鉄山 地質 , 5, 1955. 
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ATE UL ATR BE UC PIR UC FETE T ZAMS (LIE CD OD, その 下部 に 火 道 が 位置 する 可能 性 が 
- 濃い と 結論 し た 。 

ここ で は その 後 の 研究 と 先 に 説明 の 不 充 分 で あつ た 点 を 補足 する . 

A 足尾 流 紋 冊 類 の 構造 な ら び に 載 戸 の 性 質 

1) 地質 構造 (第 2, 3 図 参照 ) 足 恒 流 紋 岩 類 は 漏斗 状 又は 急 状 の 形態 を 示し て 分 布 
し , その 上 半 部 は 主として 凌 結 流 紋 岩 質 北 灰 岩 より 成り , その 問 に 凝 灰 角 耐 岩 等 を 水平 に 
近く 層状 に 兵 在 する 。 FARRRICB OAS RDE Vv SURE th CHEMI DEAICO 
び て 配 列 し , Wd ZSERIES Lo ORE BEAU GIB OTR ES CAL, 
FATS RSG ZEIT H SMA ARES RL TOS し か し て , 下部 種 妖 結構 造 
は 著しく , 肉眼 で も 容易 に その 構造 が 認め ちら れる 。 William) 久野 久 の 2 云う よう に 
自 結 奨 灰 岩 は 浮 石 や 火山 灰 等 が 未だ 高温 の 状態 で , 粘 隆 を 保つ た まま 準 積 し , その 自重 に 
より 圧縮 , 破片 同志 が 疾 結 し あぁ つ て 生成 し た る も る の で あろ うか ら , 下部 程 妖 結構 造 が 著しい 
の は 当然 で あろ 3 。 

Ti aD PRESSE LL CHEMIE £ ORS, 上 ノ 隅 沢 附近 の 観察 結果 か らい は, 
この 燃 岩 と 話 結 前 灰 岩 と の 間 に は , BS & ES & Oa a RR LC EHH REL TS 
LOLS T CTAB IA—O4 DCO BELAY, か な り 不 規則 な 分 布 を 示し , 
特に その 上面 は 凹凸 が 共 し い (第 11 MBAR). これ 等 の 話 岩 は 基 毅 府 に 近い 周辺 部 の も 
の 程 内 側 に 向 つ て の 傾斜 角 が 大 きく , 噴出 口 を 中 心 そ し て 周囲 の 基盤 岩 に 押し 上 つた 状態 
で 分 布 す る 。 こ の よう な も の で は 特に 表面 の 凹凸 が 基 し い 。 それ は お そら さく 流 紋 岩 庄 岩 流 
が 粘性 が 高い と 云う 性 質 が ある 上 に 基 般 岩 に 衝 符 し た 後 多 少 は 逆流 し た 交 か る 知れ な い 。 
其 毅 岩 か ら 遠 ざか れ ば ほとん ど 水 平 に 近く 緩 斜 し , RD PIRI LL CHR 
FETED MLK ICO CRA L CO 4D CHS 0 LOMA L CWO AZHRILE L L CHB 
MELA NRA CHAIMW, HAW IMME RM BET SMD adic fa] OD CH LMA 
し た 事 に 原因 する の か る も 知れ な い 。 COUN AREA ¢ UDG tL OUEST Sissy ih Fab 
の 流 紋 岩 炉 岩上 に 全面 的 に 分 布 発達 する の で は な く , 断続 し て 発達 する る の の よう で あ 
る 。 叶 出 口 の 南側 で は 流 紋 岩 の 分 布 が 地表 で 見 られ な い が , TABU RUSE OB RRS LOBE 
触 附 近 に は 流 紋 内 が 僅か に 発達 し て いる の で , 叶 出 口 の 南 に 向 つ て る も 流 紋 岩 は 押し 上 げた 
状態 で 分 布 発 達する も の と 想像 され る 。 

流 紋 岩 類 と HAE 6 と の 接触 部 に 沿う て 発達 SHERROD 成因 に つい て は 既 に 
筆者 3 が 報告 し た 。 TRAILED CHS 56, VAROK-EA GE LFMAO UK 
熊 で 運動 を 行い , 斜め 上 に 押し 上 げた と すれ ば 和 鍵 状 の 者 毅 岩 を 圧し て , その 摩擦 力 は は な 
は だ 大 で あぁ ろう から , MROKRHIWF LEN, ある い は 圧 砕 され る で あぁ ろう 。 HIKE 
岩 に は この よう な 成因 で 生じ た も の も ある か る も 知れ な い 。 又 噴出 口 周 辺 や 火 道 直上 周辺 の 
類 結 澤 灰 岩 と 直接 接触 し て いる 角 和 春 岩 も 高圧 の 下 で ERE A 7: 可能 性 は 考え られ る 。 然 
し , 堆 害さ れる 噴火 口 か ら 遠 く 距 つた 燃 結 苗 灰 岩 や 凝灰岩 に 接し て いる 所 に も 同様 の 角 春 
岩 が 生成 し て いる の で , この 種 の 基底 角 春 岩 の 成 因 を 圧 確 作 用 だ け で は 説明 出来 な い 。 前 


1) Williams, H. : Bull. Dept. Geol. Sci, Univ, Calif, Puk,, 25, 1941, 
2) AS A: KUBWA, 1954. 
3) FEAEAY : Skis, 5, 1955. 
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WHEE LZ k DUC CT DESIR L EZ SHRRATH AS 5 。 基盤 岩 と 接触 附近 の 流 紋 岩 
PICARDIE E CWS BIO HA EO AGUA & BUREN 2 EES BO Kee 
に より , HRB L 72 UGHRS © ARE L 72) OCH 5 。 叉 流 紋 岩 噴出 中 に も 崩壊 は 続け ら 
れ , その ある も の は 話 岩 流 表面 に 落下 し た も の と 思わ れる 。 

次 に 先 に 発表 し た 論文 り に 和 盆 状 凹 拭 地 形 の 成因 を 論じ た が , = OM EHWIE OIE ATE L 
SERIE RATE CD B dy EF lh, HEC BU SAMY 2b SLES 2 OBERT EA 
般 的 に 測定 する こと が , HHUOBIM 5 け 実 際 上 困難 で ある の で , 正確 に 判断 する こと は 
BRT FR» 現在 地表 に お ける 境界 と 地下 の 一 部 と か ら は 比較 的 規則 正しい 代 状 凹 宗 
地形 を な し て いる こと は 先 づ 疑 え な い 。 今後 地下 の 接 角 画 の 状態 が 一 層 明 ら か に な れ ば , 
COMEMBOUR DERE LC, 火山 の 成因 も 一 層 明 ら か に な る で あろ 5. 
< OMEHUIES EA RACHA S Nid, 既に 報告 し た 以外 に , 次 の よう な 事 る 考え 
られ る 。 すなわち, 凹 紅 地 形 は 実は 侵 触 に よる 谷 の 一 部 で ある か も 知れ な いと 芸 う 事 で あ 
る 。 し か し て 陸 二 百 分 之 一 並 に 三 千 分 之 一 地形 図 に 流 紋 岩 類 と 基 毅 岩 と DR 


1) WIERERRAT : 鉄山 地質 , 5, 1955. 
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人 する と , PEACHEO SALES BEB LEED BEAM PAT CLS BEAL FBAS 15 HE OMSC, あぁ るい 
は 侵 人 触 谷 の 一 部 を 埋め た の で は な いか と る も 観察 され る 。 し か し , た と え , 之 が 事実 で ある 
と し て る も, 周辺 の 一 部 に 過ぎ な い の で あつ て , 全般 的 に は , 境界 が 侵 僕 谷 で あつ た と 解 し 
得る 形態 を 示さ ず , BOM SMATE LW ARMIES BLT So MHF ORR DBR 
PAADHEE SI AW LUBA, 確定 し 得る 境界 か ら 判 断 す る 限り , CILU MAE LV BR 
MEWS BT AZDCHSO 

足尾 流 紋 岩 類 が 陥没 に よ つ て 生じ た カル テラ を 埋め た ば か り で な く , その 周辺 の 陥没 し 
な い 地 域 に も 堆積 し た で あぁ ろう 事 は 想像 に 難く な い が , 鍵 状 凹 容 地 形 の 成因 は 既に 報告 し 
た よう に や は り , 噴出 に 先立つ て 生じ た 一 種 の 陥没 カル デラ で あろ 3 う 。 

2) 岩石 学 的 性 質 流 紋 岩 お よび 壮 結 流 紋 岩 質 苗 灰 岩 に つい て の 肉眼 的 , Basin 
徴 は 既に 報告 し た 。 今 両 王 の 岩石 の 化学 的 性 質 を 知る た め , 可能 な 限り 新鮮 な 試料 を 選ん 
で 分 析 し た 。 し か し , や は り 変 質 作用 を 蒙 つ て いる 。 特 に 絹 圭 母 化 作 用 , 岩 酸 化 作 用 が 著 
し く , SRRIBBIEVERD DU COC, 長石 類 は 分 解 し て 絹 圭 母 や 方 解 石 に 変 つ て いる も の 
が 多い 。 その 他 黄 鉄鉱 の 生成 も 見 られ る 。 従っ つて この 分 析 結 果 に より ノル ム を 算出 する 事 
も 不適 当 で あり , 両 岩石 を 比較 する 事 は 変質 作用 の 条件 が 等 し く な い の で 困難 で ある 。 故 
に た だ 参考 まで に 分 析 結 果 を 第 1 表 に 示し て 置く 。 


第 1 表 
FEE, 
at 産地 eee, LO RR | eR RRUEBORDCE, 石垣 山 
SiO, 72.85 75.46 
Al,O; 15.16 14.30 
Fe,O, 0.50 0.20 
FeO 1.09 0.93 
MgO 0.33 0.21 
CaO 21% 1.68 
Na,O 1.92 2.55 
K,O 2.84 3.04 
H,O+ 0.81 0.68 
H,O- 0.68 0.38 
TiO, 0.17 0.22 
P,O, 0.09 0.03 
MnO 0.04 0.01 
SO, 0.41 0.30 
CO, 0.82 0.07 
Total 99.82 100.06 


B REE O GR 
1) GKAIRARE 鉄 腺 は チャ ー ト 地帯 に も 発達 する が , BEL CHMAMPICAL ¢ 5 
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達する 鉄 脈 系 統 に つい て , BLM の ERE PRI ORAEE & L CAPO BIN % 5 at mh 
する 。 

SIR AWD DICED L ClE GRACE? が 既に 三種 の 脈 式 に 分 類 し て 次 の よう に 記載 し て 
いる 。 すなわち, “一 は 南西 より 北東 に は し り , 他 は 西北 西 よ り 東 南東 に は し る 。 こ の 両 
考 は 互 に 交 祥 する 場合 も あり , 一 つの 脈 が 他 の 脈 の 分 岐 と し て 発達 し て , HET BRS 
し く な く , RLM AROMATIEL, 交 又 分裂 の 所 甚 し い 変 動 な く , AORN 
HE E-CARD LO Btn EME L GURY, 大 き な 差 は な いよ う で ある 。 HCA 
匂 の 成因 は 北西 と 北東 と の 両方 面 よ り 大 き な 側 圧力 を うけ て 生成 し た 。” と 考え て いる 。 
FURS? は “ 釣 脈 を 大 体 二 式 に 分 ける 事 が 出来 一 は 南 70°~80° 束 に は し り , 西南 に 
AX, 他 は 北 60° 東 に 走向 を 有 し , その 條 斜 は 西北 に 向う 。 共 に 傾斜 角 は 大 抵 大 な る を 
常 と する 。 この よう な 二 式 の 平行 列 引 が 流 紋 岩山 塊 に 存する の は 本 岩澤 結 の 際 に 成り た る 
に あら ず し て , 外 方 より 二 様 の 方 向 に 強大 な る BENE 受け た BCHS” LUKo 平林 
BLY は 人 鈴 脈 の 成因 に つい て 最も 詳し く 論述 し て いる が , その 要点 は “鉱脈 を 走向 の 上 で 東 
北東 一 西南 西 の 申 寅 鐘 と 西北 西 一 東南 東 の 印西 鍋 の 二 種 に 分 類 し , ドー ブレ 氏 の 秒 幅 に 圧 
力 を 加え て 烈 女 の 生ずる 実験 を 引用 し て , BB OGMRY MEDC BEREM LOO LBA 
た 。 そ し て 西北 方 向 か ら の 側 圧 力 に より 三種 の 方 向 の 笛 包 が 生成 し た と 堆 論 し た 。 SOR 
Pid JED DEALT & PARE CVS BDA a SPR AAR SRSA - ARR AE TIA 
火山 線 を 生じ た 際 の 側 圧 力 の た めで あり , この よう な 灯 山 線 の 形成 は 温泉 の 光 出 も 赤 隆 感 
で , 鈴 脈 の 生成 も 赤 容 易 で ある だ ろう ” と し た 。 福地 信 世 や は “鉱脈 を その 走向 に よ つ 
て 六 十 度 鋼 群 と 百度 負 群 と に 分 類 し て 相互 の 切 合 い の 状 態 か ら 同時 生成 物 で ある ” と し 
た 。 足 志 敏 雄 か は “走向 に より 六 十 度 際 或 い は 横 問 歩 騰 と 百度 障 或 い は 新 盛 際 と の 二 種 
類 に 分 類 し , 六 十 度 了 騰 の 鉱脈 が 数 及 大 き さ に 於 て 勝つ て いる の は , その 走向 が 古 生 層 の 走 
向 と 一 致し て いる の に よる 所 が 多く , 古 生 層 の 久 脈 の 走向 を 定め る 原因 と な つた ” LB 
えた 。 筆者 や は 欲 脈 系 統 の 一 部 に つい て 報告 し , APH & GRIME RO BK & © BRR 
を 明らか に し た 。 し か し , その 後 久 脈 系 統 を 一 層 詳 細 に する こと が 出来 た の で , ここ に そ 
の 概略 を 記述 する 。 

諸 先 学 の 記載 し た よ ょ うな 大 鉄 脈 は , SHO HAE k , 現在 調査 は 不可 能 に 近く , 叉 
それ 等 の 鉱脈 図 や 記録 は ほとん ど 無 い の で , 全貌 を 察知 する こと は 甚だ 困 茸 で ある 。 し か 
し , (AROMA NH, 採掘 中 の 録 脈 調 査 , 地表 に お ける GRO, HK - BOK 
TE, SMEAR DMARD BRATS L, 獄 脈 系 統 は 走向 に よ つ て 次 の 三 群 に 大 別 可 能 で 
bBo 

(1) 45 BIRR: あぁ あるいは BERBAR—eaBeE 
(2) 90 度 脈 群 ある い は He BK yHiPE 


AS 
sen 


1) fo : 地質 , 10, 1898. 

2) 斉藤 譲 : 震 災 予 防 調査 会 報告 , 27 号 , 1898. 

3) 平林 武 : 地質 , 122, 1903. 

4) Fukuchi, N : Pan-Pacific. Sci. Congress, 1926. 
5) 貴志 敏雄 : A ARGKSEREE, No. 497, 1926. 

6) FERERAA : 鉄山 地質 , 4, 1954. 

7) FAHEY : 地質 , 62, 1956. 
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第 12 図 に 示し た よう に . CNEORROHBRUARELTHSLS acute grid- 
pattern に 属す る よう で ある 。 な お , 上 表 に か か げた これ ら の 脈 を ステ レオ 投影 図 に 表 
わす と 第 13 $ ょ び 「 第 14 図 の よう に な る 。 
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45 度 脈 群 の 代表 的 な 鉱脈 は , BRM CORIC, HSAVIELNE RHR CR RE 
と 名 づけ られ る 。 こ の 駅 群 の も の は 走向 が 上 記 の 表 の ょ うに N33°~57°E で , HB 
THI N44°E CH), 傾斜 は 大 部 分 の も の が NW 方 向 に 急 斜 す る の が 特徴 で ある 。 
すなわち , 傾斜 の 平均 は NW82 度 で あり , SE 方 向 に 傾斜 する も の を 除く と NW 77 
度 と な る 。 SEFMKMADLOD, NWHAKHADLOS, 共に 急 任 し て いて , # 
向 に は ほとん ど 差 異 が な く , お そら さく 同一 系 統 の 在 統 で あろ う 。 こ の 群 に 属す る 脈 は 一 般 
VHB IRV REEIRC, 粘土 の 生成 が 著しく , 鏡 肌 の 志 り 面 が 脈 の 両 盤 や 脈 内 に 並 走 し て 発達 
し , 弦 断 作用 に よ ょ つて 生成 し た 駅 で あろ うと 考え られ る 。 特に 横 間 歩 負 や 光 感 氏 等 の ょ う 
WEROA EWS O CSR STH EIB L TWD 0 粘 士 の 落し く 生 成 し た 部 分 は 通常 
鉄 化 が 劣勢 で ある が , この 久 断 帯 中 に は 所 々 に ほ ば 一定 方 向 に 割れ 上 中 が 発達 し , SERA 
た され て 富 鉱 部 が 形成 され る (第 15, 16 図 )。 

90 度 脈 群 ある るい は 新 盛 一 天狗 鋼 に 属す る 代表 的 な 付 眠 は 新 盛 狂 お ょ よび 天狗 負 等 で あ 
る 。 こ の 脈 辞 の も の は 走向 が N86°~105°E, 平均 走向 N92°E で , Mowe S 
78 度 で ある 。 S 方 向 に 傾 録 する の が 普通 で ある が , N 方 向 に 傾斜 する も の る も 少数 存在 
Tho S 方 向 に 傾斜 する も の だ け の 平均 傾 斜 は S71 StS. -OMOMD MHL 
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走向 ,! ERM BAAS|R, その 性 状 は 全く 類似 し て いて , 


紋 断 脈 の 可能 性 が 濃い の で あぁ ある 。 
の 久 断 帯 中 に る 方向 性 の あぁ る 割れ 目 が 生成 し て 鉱石 の 充 さ れる 状態 る も 類似 し て いる 
(# 図 )。 
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68 度 脈 群 あ る い は EF RRR O RAN 7 AIRS 5 AIL TORRE CHEE 
F ZIEF RO — MCI BG 2D bIARROIRGE CHET 6 RBHO-MBS CHS0 この 群 の も 
の は 走向 が N6O°~N75°E, 平均 走向 N68°E で , 傾斜 は 一 般 に SE 方 向 で あり , Fle 
NW 方 向 の も の る も 存在 する 。 平均 傾斜 は SE 82 度 , NW 方 向 の も の を 除く と SE 78 
度 と な る 。 こ の 群 の も の は 前 二 者 に 較べ , 一 般 に 延長 は 短い が , 祭 化し た 脈 幅 は 広く 2h 
鉱脈 中 に 中 石 を 含み , HAWILTEL CMET SARA RCBRLAOTSREL CHE 
い 釣 脈 を 形成 する 。 双 中 石 を 含む 銚 脈 が 細く な る と , MICKIN LALA SARA MER 
に 発達 する こと も ある 。 録 脈 そ れ 自 身 の 鉄 化 が 閉 し く , BRIM を 形成 する の が 普通 で あ 
So この 生 の 脈 は 前 二 者 の よう に 脈 の 内 部 や 両 紫 に 廊 断 作用 に よ ょ つて 生じ た ょ うな 閣 二 の 
生成 する こと が な い 。 LIE LISFEOAM LARA LLIB TSI ERSHOTCT. & 
れ に 移 化 する に こと が ある の で , MIBOM BAL T Wo か に の よう な も の で る も 
Bi OVe RD SERS S ERA REC, 前 二 者 の 脈 と は 性 質 の 異な る る も の で ある 。 以上 の 
よう な 特徴 か ら 判 断 す る と , 2 ORORRABROLRtAIt S155 CHS (第 15, 
16, 18 &), 

次 に 第 1 お ょ よび 第 2 の 脈 群 の も の は , MOMBCKVICEOCHEU KARO RUMBA 
BL, JUNHO RRERT BULA LC, その 間 は 幅広 く 粘 士 が 生成 し た 凛 断 帯 
を 形成 する 。 この 条 線 が 水平 面 と な す 角 度 を 多数 の 脈 に つい て 測定 し た 結果 の 概略 を 第 2 
表 に 示す 。 


第 2 表 
や | 90 度 IR Be 
G ik 名 |NERS| SWe Zs | gm 名 |E wa alw ew 
i fe] At $a | 13°, 0°, 15°} 6°, 23° | | eis: 8°, 10° 
, 6°, 8°, 22°, = 12% ade 18°, 12 
Ho BH] 4, 8 24°, 26°, | KR = SSH | 16°, 25° | 10° 
91° 94° 
神 保 負 | 2°, 6° bi ne | Re FP AE S| SP 172 
fl afd Ae A 12 5e mB ay ga | 6° is 
| thie Se Ee 13°" ie 5°] A 狗 Si oe 
A 9G Ai BH | 11° 18°, 8° Ry H.-S $A | 15° 
$i He GH | 8°, 21° 3°, 6°, 107) K WwW sa | 24° 8° 
中 id «= | 10°, 5° 6°, 20° = BE |b: AB BH | 25° 30° 
宝 |S | «3° 9° 判 右 衛門 印西 鋼 | 2° 20° 
六 gm | 18° 8°, 20°, 19°| M = F Mi] 8° 4° 
#2 ER — Ee GA | 25° 水 山 百 十 尺 負 | 22° 
RCH Rs 16° Hi ae _i #¥ $8 | 12°, 13° Ae 
大 正 十 五 年 三 ° | 大正 十 乾 年 一 号 10° > 
Foi - bi ee 
Amo RBH | 4° 11° 7 =  # $8 | 6° 
‘fs Si A $8 | 37° 15°, 17°, 27°| HH 4 Fe gi | 32° 17° 
Shak LAE gi | 6°, 11° |6°, 5°, 10°) sepa Lag | 28° 11° 


研 究 報 Be 301 


第 2 表 (続き ) 

45 度 脈 群 90 度 AR 
SOIR 名 |NEMA Swasl| wom 名 E mw alwae wz 
$B BE OK AE SE 10° =B)\+ReE | 12°, 13° | 8° 
RA tw 10° 
= § | 10° Sayre 
om gue 35° 
UR BRK AR SA | 8° 
ee Pee 12") tec oh 16’ 14° 
足 倉 @/12° 
BVA R 7 
KES LAB) 3° 24° 
a 3) 17° 
判 右 衛門 38 | 6° 4°, 26° 


a 


ERODE GUC 45 BURROW CE BE LGM 26, 測定 箇所 83 で ある 。 この 
A, NE GaNceaO VO 32 BH, その 平均 角度 は 11 ECHO, SW HARA 
も る の 51 箇所 , その 平均 角度 は 14 度 で ある 。 

90 度 脈 群 に つい て は 測定 鉱脈 却 17, 測定 箇所 40 で あぁ り , この 内 E 方 向 に 傾斜 の 
も の 22, その 平均 角度 は 15 度 , W 方 向 の も の 18, その 平均 角度 は 14 度 で ある 。 な 
お , 一 つの 鉄 脈 で 数 ヶ所 測定 し て いる も の が ある が , これ を 平均 し て 一 つの 狼 脈 の 角度 と 
LEED, 平均 角度 を 計算 し て も , 前 記 の 数 値 と ほとん ど 差 は な い 。 

個々 の 脈 に つい て は 前 述 し た よう に 数 回 迄 り を 繰り 返し て いる も の が 多く , この 場合 一 
つの 和志 り 面 と 他 の 迄 り 面 が 密接 並 走 し て いて も, 条 線 の 傾斜 方 向 が 反対 の 場合 も あり , 叉 
同一 志 り 面 上 で る ARAB LC, 傾斜 方 向 が 反対 に な る こと も ある 。 紀 り の 方 向 を 示す 
条 線 と 水平 面 と の な す 角 度 は 個々 の 脈 や 同一 脈 自身 に お いて る も , 傾斜 方 向 , 角度 に 多少 の 
差異 は あぁ る が , 全体 と し て は ほぼ 水平 に 近い も の が 大 多数 を 占め る と 蓋 え る 。 条 線 の 傾 終 
角 が 45 度 以上 , すなわち 垂直 分 力 の 大 きい 乏 り 面 も , 時 に 発達 する が , その 数 は 少な 


平 に 近い 方 向 々 和志 り に よ ょ つて 生成 し た 横 声 り 叉 は 横ずれ 細 断 脈 で ある と 考え られ る 。 この 
KD ERO ROBLVAEFSHBEY は 細 倉 鉱山 に つい て 報告 し て いる 。 

足尾 流 紋 岩 類 よ り 成 る 岩 体 が 従来 考え られ た よう な 石英 粗 面 岩 の み か ら 構 成 さ れず , KH 
7a PRE am 6 tS 172 igneous complex で ぁ る の で , この 岩 体 は 厳密 に は 不 均質 
な も の で ある 。 し か し 流 紋 岩 と 類 結 流 紋 岩 質 涯 灰 岩 が 岩 体 の 大 部 分 を 構成 し て いる の で あ 
り , この 両者 は 岩 質 類 似 し て いて , Bip ices SWB EVBRAAVLBR 
て も 差 支 え が な い の で は な か ろう か 。 又 凝灰岩 や 凝 灰 角 春 岩 は 全体 と し て は 少量 挟 在 する 
た に 過ぎ ず , 大 部 分 は 断続 し て 発達 する も の と 考え られ , その 上 それ 程 粗 毅 買 弱 な も の で る も 


1) SHEE : AGkSe, 71, 1955. 
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な い 。 従 つ て stress に 対し , HHBPOFY— > OHMS L OMIA KY DZAR HDS 
程 に は 異な ら な いも る の と 思わ れる 。 そ れ 故 , SRANCLAR RRR Le 
HH OBWOARICSL, それ ら を ほぼ 均質 に 近い も の と し て , RICA Ka Crips 
の 厚く 発達 し て いる 中 で , BHOAMEBRITSZLE, ほ ば 均質 岩 と し て 取扱 つて も 大 き 
な 誤り は な か ろう 。 勿論 , REF SRRAPRKALEOBRT SBD & WS Bit © M2 
くく 者 察する と き 不 均質 性 を 無視 する こと は 出来 な く , それ と 関係 し た 召 鯉 の 傾斜 の 変化, 
BRBO MEL ART SMERILHSo 

次 に 45 度 脈 群 お よび 90 EREO SIRMAMROCOAMBLU, BROKE SE 
決定 する の は , 外観 類似 し た 流 紋 岩 類 中 で は 非常 に 困 雑 で ある 。 し か し ;, 西南 地区 や 東部 
の 一 部 で は 流 紋 岩 類 中 に 古 生 層 岩 石 の 大 塊 が 捕獲 され て いて , CN EMD RWL TOS 
CNC BACH ORO MAORBS OBR MC LOC, 脈 の 両側 地 塊 の 移動 の 方 向 
や 大 き さ が , ほぼ 確実 に 判定 出来 る 。 こ の ょ うに し て 判定 し 得 た も の で は , 45 BARREL 
90 度 脈 群 と の 脈 が , それ ぞ れ その 両側 地 塊 の 乏 り 方 向 に 規則 性 が ある 事 を 見 出し た 。 す 
i> 45 度 脈 群 に 属す る も の は 右手 横 迄 り 脈 , 換言 する と , 脈 面 に 向 つ て 立つ た と き 脈 
面 の 向う 側 の 地 塊 が 右 方 向 に 動い て いる 脈 で あり, 90 度 脈 群 に 屋 す る も の は 左手 横 乏 り 
脈 で ある 。 さ ら に この よう に し て 決定 し た 彩 に つい て , その 脈 内 に 生成 し て いる 奉 鏡 の 中 
で , 68 度 脈 群 の も の と 大 体 同 方 向 の も の が 両 群 の 脈 共に 発達 が 著しい 全 向 が 多い 。 (第 
19, 15, 17 図 ) PRA OBBRIIRO DICE CER LANE LBASNSZOT, IRA 
に 生じ て いる 発達 の 著しい AN AOAMIC EY) MCZOMOKHV AMA 判断 され る こと 
も ある 。 又 鏡 肌 の 条 線 を 注意 する と き , 時 に 移動 方 向 の 判定 出来 る も ゃ の も ある 。 これ ら の 
方 法 を 補助 的 に 用 いて 調査 し た 結果 は , 大 体 , 45 度 脈 群 の も の は 右手 , 90 度 脈 群 の も の 
は 左手 横 x 乏 り 脈 で ある と 判断 され る 。 

次 に 45 度 脈 群 お ょ び 90 度 脈 群 の 脈 は 互 に 切り 合い , 前 者 が 後者 と を 切り, あるいは 後 
者 が 前 者 を 切る 場合 が ある 。 又 一 方 が 他方 の 枝 脈 の 状態 で 発達 する 場合 や 互 に 交 双 し な い 
XX 型 を 示す 場合 が あぁ る 。 これ ら の 関係 に よ つ て 」 ご の 両者 ば は ほとんど 同時 に 形成 され た 
可能 性 が 濃い と 考え られ る 。 

ZREOWHOBM, ASS, 詳細 な 走向 , BS, 婁 解 相互 の 関係 , 時 に 不 均質 な 坪 岩 
の 影響 と 考え られ る ROD TMSO 詳細 が 分 らち な けれ ば , 弾性 力学 的 に 具体 的 な 
解析 を 行う 事 は 困難 で ある 。 し か し て , それ を 満足 させ る よう な 資料 は , BAOBRA 
ら , 今後 も 容易 に 集め る 事 が 出来 な いで あろ う 。 そ こ で , 不 十 分 で は ある が , EL TH 
た よう な 現在 まで に 分 つた 事実 に 基づい て , 一 応 考 察する と , 45 度 脈 群 お ょ よび 90 HE NRB 
OMNIS CHO, さら に , REMTOBMRPTNSNOKY OFMSOBMARD b 
VARA L 72 —ST O BULTAR CH S A ABPEM FH CTKEWo COMMU LO CRUE 
テレ オ 投 影 に より 測定 する と , 鋭角 を な す 北 東側 お よび BHMOLOMBRK 82H, 平 
均 値 52 度 で あぁ る 。 脈 の 両側 地 塊 の 乏 り 方 向 は , 鋭角 を な す 側 の 地 塊 が 両 脈 の 交叉 点 に 向 
う よ う に 滑 動 し , 鈍 角 を な す 側 の 地 塊 は 交叉 点 よ り 離 れる 如く 滑 動 し て いる 。 Living- 
ston”) は “理論 的 に 一 対 の 凛 断 面 の な す 角 は 90 度 を な し , compression の 方 向 に 対 
し , お の お の 45 度 の 角 を な す が , 実際 に は 細 断 角 を 変化 し , DHOLAvmane 


1) Livingston, C. W. : Eng, Min. Jour., 140, 1939. 
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は 鋭角 , 可 張 性 の 大 きい 物質 中 で は 鈍 角 と なす” LMNTOSo MR McKinstry) ¥ Bye 
歪 力 に よ ょ つて 破綻 する 場合 WHER L CRABB NEM EAS WL, 叉 最 
大 法 線 歪 力 面 と の な す 角 は 45 度 よ り 幾 分 少 い 角度 を な す 事 が 多い と 云 つ て いる 。 足 尾久 
山 の 場 合 , —WOSPHMK EL BALNS 45 度 脈 群 お よび 90 度 脈 群 の 各 決 動 の 方 〇 と , 両 
者 の な す 角 凄 の 関係 か ら 最 大 渉 線 歪 力 面 の 走向 は 北東 一 南西 と な り , 弦 断 角 が 平均 値 26 
Et, 多少 角度 は 小さ い が , Billing?” の 実験 値 約 30 度 に 近似 し , 叉 前 記 Livingston 
や ゃ McKinstry の 云う 事実 に も 一 致す る 。45 度 脈 群 の 走向 傾斜 は 平均 N44°E, NW 
82° で あり, 90 度 脈 群 は N92°E, S78° で , ~H*e—-WCSMBAMLAZ, これ を 
三 等 分 する 最大 法 線 歪 力 面 を ステ レオ 投影 に より 算出 する と N6S°E, SE87° と な る 。 
前 述 し た 68 度 脈 群 の ゃ の は , SRRABRCOKRLAL, その 平均 走向 傾斜 は N68°E, 
SES82° で ぁ る の で , 前 記 の 計算 値 に きわ め て 近似 し た 値 を 示す 。 以上 を 線 合 する と 45 
度 脈 群 お ょ び 90 FERRED } OWL EH EATRASIMBAM ICEL 7B TAR CHY, 68 
EEWRFEO % ClSATE RBA CEU RABE CH る 可能 性 が 強い 。 従 つ て comp- 
ression の 働 ら いた 方 向 は N68°E-SG8°W の 可能 性 が 考え られ る 。 これ ら の 関係 を 模 
RK CRG EB 20 図 の ょ よう に な る 。 基盤 岩 に よ つ て 囲 続 さ れ た 流 紋 岩 類 が 独立 し た 椿 円 
体 に 近い 形態 の 岩 体 と し て 存在 し , 岩 質 は 比較 的 均質 と 考え られ ; ZOPKAERMORH 
が ほぼ 規則 正しく 発達 する 状態 か ら , DEB L CRE BHO AMICM L, strsss ellip- 
soid ある ひ は strain ellipsoid に よる 説明 が 可能 の よう で も ある 。 


Fig. 20 WAK Rat eS Fig.21 


90° Wis 


し か し て , BARRO RAR, TBUEHIRH RO N68°E-S68W 方 向 の 圧縮 力 に よ 
ZLBASZLE, CORMARAC RRL CV4ZOm, 現在 分 らち な い 。 FR? AY 
線 と 結び つけ て , 西北 方 向 か ら の 側 圧 力 に よ つ て 生成 し た も の と し , 炎 山 線 は 温泉 の 漁 出 
も 隆盛 で ある か ら 釣 脈 の 生成 も 容易 で あこ た ろう と 推論 し た 。 し か し , PLMCMAKI 
線 と 足尾 の 録 床 と を 直接 関係 づけ る 事 は , 足尾 の 銘 床 や その 他 類 似 の 錠 床 が 第 四 紀 の 火山 
活動 に 関係 し て 生成 し た と する 証拠 も な いし , MHA KURK RTS Ln REAKUS 


1) McKinstry, H.E. : A.I.M.E. Tech. Pub., 1267, 194°. 
2) Billings, M.P. : Structural Geology, 1954. 


3) 平林 BR: 地質 , 122, 1903. 
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の 噴出 物 が , RRDAMO BIR LICL CC, RRAMROAS POkBt BD 
2A, SSIES CHIR? BRALTLC4EM, onsen beA FR 
に そい , PCB e DO CHL, CORAL Bhs ORE t DPBS UE CS 
WOR ALA CHS 0 HOT L OMAR SAAR MILE MBRICBA LIES 
えら れ , 流 紋 岩 類 噴出 直後 琴 断 圧 の 高く な つた 時 期 の も の と 推定 され る 。 こ の よう な 老 察 
か ら す れ ば 宙 鯉 生成 の 時 代 を 第 四 紀 と する 事 は 不 合理 で ある 。 流 紋 岩 類 中 の 奉 鯉 系 の 成因 

を 究明 する に は 流 紋 岩 体 を 中 心 と し た や や 広 区 域 に わた つて , BiH eS CL, 流 
導 岩 類 中 の も の と 古 期 岩石 中 の も の と の 関係 を 詳細 に し な けれ ば な ら な いであ ろう 。 

次 に 流 紋 岩 類 中 に 生成 し た 厩 角 の 中 に は 周辺 の 基盤 岩 中 に も 連続 し て , BEX ORBRE 
形成 する 場合 の あぁ る こと は すでに 述べ た 。 この 両方 の 岩石 中 に 発達 する 笛 角 に 沿い 鉱 化 作 
用 が 行わ れ 一 鉄 脈 を 形成 し て いる の で ある が , HME POMD LERSPOMDAAR 
と し て 同時 に , 同一 原因 に よ ょ つて 形成 され た と は 直ちに 青 定 出 来 な い 。 そ れ に つい て は 既 
述 し た ょ うに HEBPORBROAARS 橋 曲 作用 と 閥 接 に 関係 し て 形成 され て いる こと 
で あり , この よう な 大 き な 橋 曲 運動 は 流 紋 岩 類 の 叶 出 に よる 影 絡 と は 考え られ ず , それ 以 
前 の 江上 由 運 動 に よっ つて 形成 され た と 考え ざる を 得 な いこ と で ある 。 お そら く 流 紋 岩 類 噴出 
後 の 圧縮 作 用 に より , PrVCBiPOTWRS HOP CHAIN, SNIKEDOTFHG, AO 
< 部 分 は 既存 の 奉 包 の 再 運動 に 費 消さ れ , BASEL RRO MA, その 時 生成 し た 流 統 
岩 類 中 の 島 包 と 連絡 し て 一 続き の 脈 と な つた の で ある ろう 3 。 流 紋 岩 類 中 の 欲 脈 や 河 席 を 構成 
SF ORMC me, 共生 , 品 出 順序 等 は 古 生 層 中 の も の と ほとん ど 異 な ら な いし , SRT 
路 が 両者 共に 下部 で は 少数 の 幹 脈 と な り , 推定 の 火 道 に 落す 傾向 が 考え られ , 同一 給 源 の 
鉄 液 に より 同時 に 鉄 化 作用 が 行わ れ た と 判断 され る 。 又 造 脈 録 物 の 洗 が Newhouse) 
や ゃ McKinstry? の 云う よう な 愉 角 の 両 毅 の 離隔 作用 と 歩調 を そろ えて 進行 し た よう な 
状態 で 生成 し て いる 事実 は , 銚 化 作 用 が 殖 角 の 生成 中 ある い は 生成 し た 列 下 の 再 運動 に と 
も な う 再 開口 作用 と 並行 し て 営ま れ た と 差 え られ る こと で ある 。 か くし て , 一 続き の 舗 脈 
が 形成 され た も の と 判断 され る 。 

RCD EAP SEM LE SRO DPC, 68 REIRRO BRIO DS SWORE 
UL CHEIRD SBT AL LERDS. 通常 45 SMRBBLU 90 SMRBODRLMROR 
態 で 発達 する が , SOMMMWHMMD BH LRMD RON ZR CUIRCHS. HOBBS 
較べ て 延長 短 か く , SMPOM DRO, = ORY SMIRO A ABER. = ORDW 
鱗 の 両側 地 塊 の 移動 方 向 が 不明 な 場合 が 多い が , 第 19 MOE 5 UCVRBLE HICH eS 
れ て いる 古 生 層 岩石 の ゼノ リス を 貫通 し て いる 場合 に 。 ほぼ 移動 の 方 向 が 判定 出来 る る の 
ChSo (iN CARI L BRS k OER LOM, 前 者 は 右手 横 迄 り 脈 , Bo 
者 は 左手 横 乏 り 脈 で ある 。 そ し て , それ ら の 切 合 い の 関 係 か ら , 両者 が ほとん どど 同時 に 生 
成 し た 一 対 の 紋 断 脈 の 可能 性 が 濃い の で ある 。 HEHE LALA ERB IH 2» b AEAROIRGE CHER 
する 約 断 性 の 脈 で ある が , THEM LIU < AF BCC OIRTH So TEHRAT TARA 


1) FEWER : 鉱山 地質 , 3, 1953. 

) BEHERRA : 鉄山 地質 , 4, 1954. 

) Newhouse, W.H. : Econ. Geol. 35., 1940. 

4) McKinstry, H.E. : A.I.M.E. Tech. Pub., 1267, 1940. 
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の 分 岐 脈 で , FEV PREC UIRTH So SER LARS & ERAT PAPAS ECL Re 
あり , BRASWELL CO So HR LAS L ERA, SCAR AT PARA LRAT LOATAE 
を ステ レオ 投影 に より 測定 する と 前 者 は 20 度 , 後者 は 25 度 で あぁ る 。 こ れ ら の 生成 時 期 
は それ 程 異 な る も の と は 考え られ ず , ほとん ど 同 時 期 の も の と 思わ れる 。 以上 の よう な 関 
係 は , これ ら の 分 岐 脈 が McKinstry) O35 Po MOPARTS IIHBAG 
れる 。 COLIRAIKOMMIRLSASLNSMOlU, 68 度 脈 群 の も の と 窒 接 並 直 し, 
あぁ あるいは 68 度 脈 が これ に 移行 する 場合 が あり , 鑑 二 次 の 交 断 脈 と 考え られ る も の を 掘進 
する と , LiISLIEBMINCASAM, この 部 分 は 68 HARPS ZEA BOM BE CI 
達する 。 そ の 他 横 間 歩 負 ・ 光 盛 負 ・ 新 盛 鍋 ・ 天 狗 氏 等 の 両端 近く で , 前 述 し た も の と は 走 
FIDO 7 SEERA ART S (第 18 図 )。 横 問 歩 負 ゃ や 光 盛 負 等 の 系 統 か ら は 南北 ~ 
N20°E の 走向 を な し , 傾斜 は W80° 前 後 , 数 感 鍋 や 天狗 氏 等 の 系 統 か ふか ら は N20°~3u° 
W, SW70° 前 後 の 走 向 傾斜 を し て 発達 する 。 明 ら か に 凛 断 脈 の 状態 を 示す が , その 両側 
地 塊 の 移動 方 向 を 確認 出来 な い の で , 前 者 と 対 を な すもう 一 つの 第 二 次 の 久 断 脈 か 得 か は 
判定 出来 な い 。 こ れ ら は 通 常 主 統 断 脈 の 末端 に 発達 し て いる の で , あぁ あるいは Anderson?) 
PA} splay fault に 相当 する も の か る も 知れ な い 。 


2) BSRO ME 

(i) -PBWRNGHOREGLERALCERS BEIM A RAKES CUAL P Cx 
正しい 脈 が 生成 し , BRIRETRI SS, RET ZH BSH CAEOMRMABAML THRE 
な る 。 ABR es BAKA? これ と 流 紋 岩 と の 境 に 挟 在 する 砕 居 岩 を 横切る 
時 , BRK BLURS CIE, 脈 の 信任 等 が ほ ぽ 類似 し て いる が , MAB 
は 通常 便 斜 が 変化 し , 細 脈 と な る 。 ZOOL LAA pH eOBnS 物質 問 を 横 切 
る と き 偏 向 す る 好例 で ある 。 BAB COLMAR ZZCLOVAKRAZLLYUSSUB 
Re Ao BT Be IR CL DSM, 緩く な る 場合 その 垂直 分 力 が 正 断 層 的 で あ 
0, 和 急 に な る 場合 は 逆 断 層 的 と x 志 り を 行え ば, BBS CLAWS aN, その 上 下 で 
BAA ST AlILF CHS. 

(ii) BAEBPOTWE 河鹿 舗 床 生成 の 一 様式 と し て , 下部 の 流 紋 岩 中 に 爽 在 する 火山 
RBS, 下部 の 流 岩 と 上 部 の 類 結 凝灰岩 と の 境 に 爽 在 する 凝 灰 角 春 岩 な どの 中 に や や 広 
範囲 に 付 染 し た 塊状 鍼 床 体 3 が 存在 する 。 こ れ は 上 下 に 連続 する 替 鱗 が 互 に 接近 し て 発 
達する と き , この 中 で は 分 散 細 脈 化 し て , (A DAIS 5 M(bLEO 4 NLBK CLAS 
が , 細 脈 化し た 向 角 は 互 に 連絡 し て 網状 と な り , GD LT, 全体 と し て は 塊状 鉱 染 録 床 
を 形成 する 。 ‘ 

(1) SIRE SIRE ORS AKMRODIRLRBDCKRABI AMMO BMANSZEB 
う 事 は すでに 多く の 文献 た 記載 され て いる 。 BSKRBRMOBM ENS 原因 に つい て , 
Hulin® は 釣 脈 落合 部 で も る intermineralization movements を 起 し て いる 所 に の み 


語 久 部 が 形成 され る 。 す な ね わ もち, 先 に 生成 し た 脈 内 の 物質 が 角 春 記し て 鉱 液 の 流通 路 と し 


SRS H.E. : Amer. Jour. Sci., 251, 1953. 
2) Anderson, E.M. : The dynamics of faulting., 1943. 


3) PEGA : 鉱山 地質 , 4, 1954. 
4) Hulin, C.Dic: Econ. Geel., 24, 1929. 
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CHEOFZLIRBSCHSLERW, M McKinstry) YMBMCBAMS, MAIKICH 
SNM A AHESN COA LA, 一 脈 が 他 の 脈 に 治 つ た 運動 に より 接合 部 か 開き , あ 
る い は 要 の 運動 が 両 占 を 離隔 し た よう な 位置 に 党 鉱 部 が 形成 され る と 論じ て いる 。 足 必 の 
落合 直り の 例 に つい て は すでに 報告 UF, ここ で は その 後 新 し ぐ 分 つた 事項 を 韻 加 
する 。45 度 脈 群 お ょ び 90 度 脈 群 の 脈 が 落合 うと き , MARCA E Ne SEMIS SAAB 
が 形成 され る こと も 多い 。 MRM tH PA, 光 前 河鹿 , 墓 負 河 鹿 等 は その 好人 多 で あ 
Zo これ ら は 両 尋 の 脈 の 之 り に 関係 し て 生成 し た 第 二 次 の 張力 奉 角 と 思わ れる も の の 発達 
方 向 に 規制 され て いる ょ う で , 45 BARB L 90 度 駅 群 の 脈 と の 落合 鈍 角 部 に , 両方 の 脈 
ds B SE L eM ERC, 落合 近く の , この 地帯 の 容 隙 化 を 大 な らし め た と 考え られ 
る 。Anderson 3) は shearing stress の 下 に 発達 する 張力 列 銀 の 理想 的 発生 状態 を 図示 
し て いる が , CNM SL, この 種 の 富 鉱 部 の 生成 が 説明 出来 そう で ある 。 す な わ ち 
第 21 図 の よう な 張力 召 鐘 の 発達 が 考え られ , 実際 の も の に ほぼ 一 致す る 。 理論 的 に は 
落合 部 より 遠 ざ か つ て いる 地帯 に も 第 二 次 の 張力 奉 角 が 生成 され る は ず で ある が , shea- 
ring stress が 有限 で あぁ る 以上 遠隔 の 地 ま で 発達 し な いで , 落合 近く に 限ら れる の で あろ 
3 う 。 鈍 角 部 に 河鹿 が 生成 する も うう 一 つの 説明 と し て , 45 BARE 90 度 脈 と が 交叉 し て , 
前 記し た よう な 迄 り を 行う と 鈍 角 部 の 地 堪 が , 当然 脈 か ら 引 き 離 され る よう に 移動 する は 
TC, この よう な 運動 は 鈍 角 部 の 駅 幅 を 広く する で あろ うか ら , COMPOS BEI 
つて いる の で あろ う 。 さら に 主張 力 婦 角 が これ と 重複 し て 発達 する 場合 も あり , Ha 
の 破砕 角 春 化 を 一 層 大 きく し , SMES EK LED CHA 50 

(iv) FRB 2 L CHS SHH 主張 力 列 鍵 で あぁ る 68 度 脈 群 の 裂 劉 が , 45 
度 脈 や 90 度 脈 に 多数 並行 し て 落合 う 場 合 が ある 。 こ の よう な 地帯 は 母 岩 が 角 奏 化し て 富 
鉄 部 を 形成 する 。 富 祭 部 の 落し は 羽 断 脈 と 張力 婁 劉 と の 落合 線 に 一 致す る 。 布袋 河鹿 や 新 
盛 河鹿 の 一 部 は この 例 で ある 。 

(v) RABI 主張 力 杏 角 と 考え られ る 6S 度 脈 群 の も の は , 45 度 脈 や 90 度 脈 に 
近づく に 従 つ て , 走向 は それ に 類似 する よう に 畿 曲 し て 合 一 する 。 和 延長 は 短 か い が , 幅広 
い 富 録 脈 を 形成 する 。 延 長 の 大 きい 主 弦 断 脈 た る 横 間 歩 , 光 盛 , 神保 , BRECK 
合 つ て 発達 する も の で は 特に 高 品位 の 富 欠 脈 を 形成 し て いる (第 1S, 16 Bi), 

(vi) 走向 の 変化 に よる 富久 部 の 位置 45 FRB LU 90 度 脈 の 主 凛 断 脈 が 走向 を 変 
AEF SAAT, 特に 脈 幅 が 広く な り , 富 鉱 部 を 形成 する こと が あぁ ある 。 そ の 位置 は 45 BAR 
で は 元 来 の 走向 が 偏 束 ある い は 偏 西 し た 部 分 , 90 度 脈 で は 偏 南 ある い は 偏 北 し た 部 分 で 
ある 。45 度 脈 は 右手 , 90 度 脈 は 左手 横 x 志 り 脈 で ある か ら , 前 者 は 右 に 折れ る 部 分 , 後者 
は 左 に 折れ る 部 分 と 云う 事 に な り , Huliut’, Newhouse’), McKinstry® 和 倖 の 記載 に あ 
TLE So FIC COPA BIS ERARW CEREAL CBU, RABWORRLERS 
よう な 場合 も あり , BBMOBRICRILO CW Zo 


MS RmStey, mE ES ME Dechy Pub, 1267, 1940; 
FUERA: Bk she, 4, 1954. 

Anderson, }!.M. : The dynamics of faulting, 1943. 
Hulin, C.D. : Econ, Geol., 24, 1929. 

Newhouse, W.H. : Econ, Geol., 35, 1940. 
McKinstry, H.E. 2 A. MeBe Techy Ptib, 126765) 1940, 


' 
QOapron = 
~_— a ee es 


研 if 報 x 307 


3) 録 石 録 物 の 帯状 分 布 中 村 威 りや やめ の の 研究 に より , 足尾 流 紋 岩 類 中 に 生成 する 
BARN, BAMA POI, 中 心 帯 (3n-W-Bi-Cu Sib), その 外側 に 中 
Fare (Cu-As-Zn 伝 化 帯 ), 最 外側 に 周辺 帯 (Zn-Pb-Cu-As @t(b#) の 三 帯 に 帯状 分 
布 を 示し , それ は ボリ ビ ヤ Potosi5) の rhyolite porphyry 中 の 伝 物 の 帯状 分 帯 に 類 
似 し , 早期 品 出 の 伝 物 は 中 心 幕 に 多く , 後期 品 出 の 伝 物 は 周辺 帯 に 多い 事 が 分 つた 。 備 前 
鐘 山 附近 は Sn 鉄 化 が 極め て 優勢 で あり , 舗 化 の 一 中 心 を みな し て いる こと は 事実 で ある 。 
LOL, これ と ほとん さ ど 類 似 し た 鉱 化 を 示す 地帯 が , ZTOBHOK BBL RBH LORS 
附近 を 中 心 と し て 見 出さ れる 。 そ し て , この 両者 の 聞 は 鉱 化 和 劣勢 な 地帯 と な つて いる 。 両 
地帯 は 地形 的 に 高い 位置 に 属す る が , 琉 内 で は 地表 か ら 下 降 す る に 従 つ て Sn Hide 
L, 上 12 番 寺 以 下 で は 肉眼 的 に 鉛 石 の 認め ちら れる 所 は ほとん ど な く な る 。 X SILAS 
の 品位 調査 と 特に 角 頭 調査 と の 結果 に より , Sn 鉱 化 の や や 高い 地帯 を 記入 する と 第 22 
図 の よう な 分 布 を 示す 。 す な わ ち , 前 記 両 地区 の 外 に , MBER, AIRES 
地区 , 鈴 ノ フ 手 沢上 流 池 区 , 有 越 北方 地区 等 で ぐ で ある 。 これら は 鉱 脈 が 群 を な し て 発達 する 地 
域 で , Sn 品位 は 備前 負 山 附近 に 比 し 低い が , WBE LRA AE BRN, Sn 
鉄 化 に 大 差 は な い 。 又 鉄 マ ン ガ ン 重 石 の 分 布 も る, 太田 峠 南北 の 地区 , 鈴 フ 手 沢 上 流 地 区 等 
に 見 出さ れる 。 上 記し た 各地 区 の 寺 内 で は , 現在 調査 不可 能 の 所 が 多い の で , 垂直 的 な 鉄 
物 共 成 の 関係 を 明らか に 出来 な い が , 地表 調査 に 関す る 限り , monocenter の 帯状 分 布 で 
な く , polycenter の 帯状 分 布 を し て いる よう に 見 える 。 

Zn 人 鈴 化 に つい て る も 中村 威 ) の 指摘 し た よう に 全域 に 豆 つ て いる 。 垂直 的 に は , ETE 
寺 位 か ら 最 下部 の 下 十 番 塊 まで 約 600m OFF, 水平 的 に は , 横 問 歩 鋼 北部 お よび 南部 ・ 
天狗 鋼 附 近 ・ 六 人 号 氏 附近 等 は 特に Zn 人 鉱 化 が 著しい 。 それ ら の 中 問 帯 に も 銘 化 の 強弱 の 
差 こ そ あ ぁ れ , Zn 鉱 化 が 行わ れ て いる 。 丁度 Cu 鉄 化 が 広範 に 行わ れ て いる よう に 垂直 的 
に る も 広 箇 囲 に 行わ れ て いる 。 FR, 銚 床 に 含ま れ て いる これ ら の 元素 を 細か く 分 析 し て , 
それ ぞ れ の 等 品位 曲線 を 描け ば , 一 層 詳 し い 帯 状 分 布 が 分 り , REMEO Pod BS WH 
され る で あろ づ う 5s 

次 に Cu 録 化 に つい て は , 鉄 化 の 強弱 , BAREMOKNSORIL SSM, 第 12 お よ 
US 22 図 に 見 られ る よう に , 横 間 歩 一 新 盛 鋼 の 落合 附近 , 光 盛 一 栄 盛 負 落合 附近 , 光 盛 
負 一 天狗 負 落 合 附 近 , RHP Rm ABI, RPAH. ABE aH 
域 等 の よう に , それ ぞ れ 地域 毎 に 鉱 化 地 帯 を 形成 し て いる 。 こ れ は 過去 に 搾 掘 し た 各 鉄 脈 
の 縦断 面 採掘 図 や 大 体 の 鉄 量 お よび 品位 等 に よ つ て る も 察知 し 得る 。 そ し て , CNS OBI 
の 消長 を 下部 に 道 跡 す る と , 結局 , ARCADE LAY tL ORBARE PO ent 
が 行わ れ て いる 状態 が うか が われ る 。 地表 で は 多数 の 鉱 化 の 中 心 が あ る が , 下部 え 行 くに 
従 つ て 欲 化 作用 は 互 に 波及 し 合い , 帯状 分 布 を 示さ な いよ うな 傾向 が 認め られ る ば か り で 
な く , 鈴 液 の 主要 上 和 昇 通路 が 比較 的 少数 の 回 脈 に 集約 され る の で ある 。 噴 出口 と 考え られ 


1) 中 村 pl: 地質 , 54, 1948. 

2) he Ae : 地質 , 56, 1950. 

3) Nakamura, T.: Jour. Facu, Sci, Univ. Tokyo, Sec.11, 8, 1951. 
4) Nakamura, T. : Jour. Inst. Polyt. Osaka Univ, Ser. Gia 2, 1954: 
5) Evans, D.L. : Econ. Geol. 35, 1940. 

6) Nakamura, T.: Jour. Inst. Polyt. Osaka Univ. Ser. G.,; 2; 1954. 
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SARA EE LUCOMUO & SRMAIL, 地表 か ら 地 下 深 所 に 至る まで , 鋼鉄 化 は 弱 

勢 で ある 。 こ れ は 噴出 口 お よび その 周辺 は 当然 比較 的 長く 高温 を 持続 し た で あろ うみ から, 

RAG OVIRR CARI C HORMEL RDNSZ ELTA を 中 心 に し て , REBESEBR, GR 

PQ TE GSE YC ES Us SKIL, COSMAS BER ORS Ue BRIE BE D 7h る 傾向 の 認め られ る こと る も , 

PROB ER CH SIE Y Che, PRED SR LA けれ ば な ら ぬ 問題 で ある 。 
4. JSAM ORR > Lk ZO SER 

GAM PROMS L CARTER 2 ITER L CHD, この 関係 は すでに , $k 
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石 録 物 の 共生 , 品 出 順序 ある い は 鉄 液 の 上 昇 通路 等 の 関係 か ら , 同一 根源 の 同一 鉱 化 液 に 
よる 録 床 の 可 能 性 が 濃い 事 を 論じ た !。 そし て 上 記 の よう に , この 両 河鹿 群 は 下部 で 落 
合い さら に その 下部 で は , お そら く 連 府 時 主 脈 が 発達 し , これ が 路 石 帯 の 下部 ) す な わ 
ち , 火 道 に 向 つ て 落す 傾向 の あぁ る こと を 明か に し た 。 流 紋 岩 類 中 の 鉱脈 で は , Sn StiLO 
GR TERE SE & RRL ORSIIO—RO GIR, 下部 の DCIS LAO Poa 
i, ARH Ss8 CRMC ORSRL EY, そし て この 落合 線 は 南 に 落し て いる 。 地表 か 
ら 通 地 附 近 ま で 流 紋 岩 類 中 に 発達 する 有 越 北部 六 号 鍋 系 統 の 鉱脈 群 , 光 盛 前 鐘 お よび 天狗 
鋼 と 落合 う 竹 鍋 系 統 の 鉱脈 群 , 下 九 より 下 四 まで 発達 し た 光 感 河鹿 等 は 何れ る 推定 され る 
KEKAOCETEARAY SNS. GEBPORRTC, 鉱 化 の 初期 に た チャート の 地 酸 分 
が 落 解 され , FAIL, 緑 泥 石化 が 起り , WOE CY, SOW MEL, RIE 
右 化 を 起 し て いて , 共に 鋼鉄 化 と 関係 が 深い 点 か ら 初 期 の 伝 液 が 共に アル カリ ー 性 で あつ 
た と 考え られ , あるいは, 流 紋 岩 類 中 の 録 脈 を 構成 する 鉄 石 鉱物 , 脈 石 の 種類 や 竹 質 , 共 
AB, HRSA, 古 生 層 中 の 鉄 床 の も の と る も 大 差 は な い 。 勿論 鉱 液 は 母 岩 の 
BE, BR, 石灰 分 等 の 藩 出 を 行い , 次 いで 落 出 成分 の 移動 が 行わ れ , 温度 , 圧力 の 低下 
に より 品 出 が 行わ れん た の で あぁ ろう が , RRAZAOLBRRORCLAL, あぁ る 程度 閉ざさ 
れ た 状態 に 思 か れる で あろ うか ら , それ ぞ れ の 場所 の 母 岩 の 多少 の 化学 成分 の 差 に より , 
各 深 解 物質 の 濃度 差 が 生ずる た め , 脈 石 録 物 の 量 的 関係 や 種類 を 多少 異 に た する の で あろ 
う 。 以 上 の ょ うな 関係 か ら 考 察する と , 旬 液 の 根源 が 何で あつ た か , 何処 に あつ た か の 問 
題 は 別 と し て , 少く と る ゃ 足尾 流 紋 岩 類 の 噴出 直後 に 大 道 を 中 心 に ほとん ど 同 時 に , 同一 
供給 源 の 鉱 液 に よ つ て , 流 紋 岩 中 お よび 古 生 層 中 の 両方 の 鉱床 が 生成 し た と 想像 され る 。 
次 に 流 紋 岩 類 中 の 鈴 脈 の 内 , 横 間 歩 鋼 に 沿う 録 化 と 横 間 歩 負 よ り 北 側 に 分 布 す る 多 脈 の 
伏 化 の 径 路 は 直接 火 道 附近 か ら 出 発し て いな いよ うな 傾向 を 示し て いる 。 上 体 的 に 横 間 歩 
GTA Ms, 斑 と し て 新 盛 鋼 と の 落合 附近 を 中 心 と する 西部 地帯 と , 藤倉 , 中 峰 久 等 
を 中 心 と する 東部 地帯 の 二 鉄 化 帯 に 大 別 可 能 で , その 両方 の 鉱 化 の 径 路 を た どる と ほとん 
ど 垂 直 に 近い 。 す な わ ち うち, MARR L HBR t ORAS A tHE SL OFA 
の 如き 推定 され る 主要 鉄 液 の 上 昇 通 路 は 急 傾斜 に 西 に 向 つ て 落し て いる 。 又 横 間 歩 負 北 側 
の 録 脈 も 急 傾 健 で ある が , 最 下 部 レベ ル で る も 北 に 傾斜 し て いる 。 一 方 , 流 紋 岩 類 は 地下 湊 
部 に 向 つ て 平面 積 は 挟 小 と な る 分 布 が 予想 され , 人 徐 状 の 映 石 帯 は 北西 に 向 つ て 落し て いる 
関係 に ある か ら , 第 23 図 に 示し た よう に , CNG OBREPO ALEK ILI A 5 EX ds 
つ な た 流 紋 岩 類 の 下 底 に 達し , 直接 火 道 に 落し て いな い 状 態 を 示し て 居る 。 あるいは 流 紋 岩 
SELB LORMAN, 間接 的 に 大 道 附 近 に 通ずる も の か る も 知れ な い 。 し か し , 一 
般 に 流 紋 岩 類 が 基盤 岩 に 接触 する 境界 面 が 久 液 の 通路 と な り , ぁ あるいは , 鉱 化 作 用 が 行わ 
れ た 状態 を 示す と ころ は , ほとん ど な い 。 従 つ て , 鉱 化 の 径 路 は 基盤 岩 た る 古 生 層 の 下 に 
横たわる で あろ 3 う 3 う 岩 紫 漁 ある い は 火成岩 体 か ら 出 発し て , HEME A SM SHE 
し た も の と る も 想像 され る (第 23 図 )。 

天狗 沢 の 映 石 帯 の 生成 に 関し て 貴志 敏雄 は 鉄 化 作 用 の 最後 の 現 祭 と し て いる だ け 


1) PERERA : 鉱山 地質 , 3, 1953. 
2) 貴志 敏雄 : AGAR, 497, 1926. 
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で , その 生成 機構 に つい て は 何等 触れ て いな い 。 BEPHEBY は , これ に つい て は 直接 触 
れ て いな い が , チャ ー ト 地帯 の 六 百 五 十 尺 河上 庶 に お いて , 銘 化 の 初期 に た チャート が 映 石 化 
し て いる 事実 を ALS を 信 ん だ 深 液 が 初期 に 硫酸 々 性 と な る よう な 条件 の ぁ つ た こと を 意 
味 し , 深部 より LATS 釣 化 剤 が 地下 水 と 合 一 し て , 熱 水 液 の ある 部 分 を 形成 し た と 寺 


1) 渡 野 五郎 : 鉱山 地質 , 2, 1952. 
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A, Schmitt” Os 5 BBM LOL Fz BMI £O TUM ANTMRERS 
の で あろ うと 論じ て いる 。 BH” は 天狗 沢 の 螺 石 幕 に つい て , LORI RAO 
は で あぁ あり, 筒 状 の 状態 を し て 落し て いる 状態 か ら , その 下部 は 火 道 に 通ずる の で は な か る ろ る 
うか と 考え た 。 映 石 帯 周辺 と 鉱床 すなわち , 鈴 の 手 沢 , 作 の 沢 お ょ び 水 山 附 辺 等 の 飼 床 他 
地域 に 較べ て , 磁 硫 鉄人 鍼 や 黄 鉄 釣 は 富み , MAIC OK ORL TS CHA 
近く で は , 特に 多量 に 上 暮し た HLS に 富む 溶液 と FeSO。 に 富む 溶液 と の 反応 に よる 結 
時 生成 し た も の で は な か ろう か 。 こ の よう な 反応 の 結果 , PERE TIRLEBAT Rs 
H,SO, に 富む こと に な る 竹 で ある 。 一 方 噴火 口 近 く で は 天水 の 下部 に 浸透 する の る も 容 
で あろ うか ら , HS が 天水 に よ つ て 酸化 され , 溶液 の 硫酸 々 性 化 を も た ら す で ある う 。 
この よう な 作用 が 重複 し て 行わ れ , 落 液 の 硫酸 々 性 を 来 し た も の と 考え られ る 。 し か し て 
前 述 し た 録 化 と 変質 作用 と の 関係 を あわ せ 考 える と , 初期 の 鉱 液 は アル カリ 性 で あぁ つて , 
鉄 化 の 初期 に 斑 酸 の 溶解 を 行い , 絹 圭 母 化 作用 が 行わ れ て いる が , 他方 硫酸 々 性 と な る よ 
うな 特殊 の 条件 を 有する 噴火 口 や , これ に 直接 通じ て 影響 の 受け 易い 地帯 で は , BLOM 
期 に 蝶 石 化 作 用 が 行わ れ た も の と 思わ れる 。 

REBIUO BR RAVINE Richie SEC KO CER Blas 
と ん ど 疑 いな く , CUVEE TER CRRA BT ALD LBASNSO 
5. 要 約 

以上 説明 し て きた 点 を 要約 する と 次 の 通り で ある 。 

1) 足尾 鉱床 を 腺 胎 し て いる 秩父 古 生 層 は , 有 越 , 連 鹿 時 の 両 地帯 共に 背 余 が 基本 の 構 
造 と な り , SRFOPAMMCHFETZCANTR LL BER ORD SAR 
に 位置 する 連 慶 時 六 脈 と は 裕 曲 作用 に 伴 つ て 生じ た 同一 系 統 の 断層 と 思わ れる 。 

2) 有 越 , BMH RA OBA DBA OT RES ETO A IO eS 
伴 つ て 形成 され て いた も の と 解 さ れ , HHBOEMEMICE YD, BACB Se 
を 起 し , 脈 幅 広く , PUEBLO CANT REPAETAI FRA OES & HUT} 
の で あろ っ 26 

3) 大越 地帯 に 発達 する 河鹿 の 久 化 径 路 は , 下部 か ら 上 部 まで 一 貫 し て 主要 鉱 液 の 上 昇 
通路 と な つて いる の は A 脈 , 三 百 尺 鋼 , 七 百 八 十 以上 毅 鋼 と それ ら の 落合 線 で あぁ あり, その 
間 に 現 出す ZV PALE OSES LBA LC, 河鹿 が 発達 消失 する 。 そ し て 優勢 な 河 
鹿 の 生 成 箇所 は 有力 な 録 液 の 供給 源 に 落す 連続 性 の あぁ る 断層 界 角 の 落合 線 や 析 曲 軸 で , BR 
REZ IL DAB DD 72 HAA CHS 9 連 慶 時 地帯 は 連 誰 時 主 脈 の 上 般 側 の 階段 断層 や 後 細 橋 曲 
の 甚 し く 発達 し た 所 に 録 染 状 鍼 体 を 形成 し て いる 。 

4) fC SKA Sh, 脈 石 鉱物 の 種類 , 性 質 , 共生 関係 や 鉱 化 の 径 路 が 下部 で A 脈 と 
連 慶 時 主 脈 の 落合 部 の 同一 点 か ら 出 発し て いる 状態 か ら 考 え , 同一 供給 源 の 然 液 に より 同 
百 に 生成 し た も の と 解せ られ る 。 

5) EO SMLORR ESS SSR LRM LEMAs Sol, Rb LUSH 
REL Cee MR aUtRL, SAORAARORRMRO BACHE, B 
GA ETERS SKE BA CHSO 


1) Schmitt, His Econ. Geol., 45, 1950. 
2) SEMEEAR : 鉄山 地質 , 5, 1955. 
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6) 足尾 流 絞 岩 類 中 の 鉱脈 系 統 は 45 度 脈 群 , 90 度 脈 群 お よび 68 度 脈 群 の 三 系 統 に 
分 類 可能 で , その 平均 走向 傾 代 は N44°E, NW82°, N92°E, S78° お よび N6S°E, 
SE82° で ある 。 こ の 内 前 二 者 は 凛 断 脈 の 性 質 を 有 し , 49° 脈 は 右手 楼 之 り 脈 , 90 BAK 
WEF UIRCH), 68 度 脈 は 張力 奉 在 の 性 質 を 有する 。 

7) 45 BIRBB XU 99 EIRROMAOSIMIRIL, その 落合 い の 状 態 か ら 同 時 に 生成 
し た 可能 性 が あり , 40 OHM 5 RASIMB ANCA Peet & 2 T BHI & HEE S 
Zo 68 EEIRERO % Os RATERRBHMICA IBAA BO REMAND FECT 
Unb GBHA compression i LOCTBMANKLBASH, その 方 向 は N68°E-S 
68°W と な る 。 

8) BADER EO MEA ORE? BRAC RMEN TS OT 
な わ ち , (a) BABS COLMRBRL ED, RUS, PRR Cl IRIBIE < BSL Ze 
0, BBR lL, BEOWBHEOADABARLTCSES CHS (b) 45 BAKE 
90 EARLE CRS OSM SOMAIEM ANAL LEMS wo BES<, BMROKV I 
BEAL CACY ZBI RORAA ROBERT SZ Lic, MROCV AMD +b He 
合 部 の 方 が 離隔 開口 され る よう に 地 塊 の 動い た 事 に 原因 する の で あろ 3 う 3。 (c) SRA 
錠 が 群 を な し て 発達 する 地帯 は 母 岩 の 角 奏 化 が 著しく , 富久 部 が 形成 され る 。(d) 45 度 
脈 で は 走向 の 偏 東部 お よび fer, 90 FAR Cia fedbehS £ Ue BC BS ABS FEM S 1 
る に と が 多い で 。 

9) 鉱 化 作用 は 有力 な 奉 鯉 と 殖 鯉 と の 落合 線 等 を 中 心 に 行わ れ , 上 部 に お いて は , それ 
等 が 小 群 を な し て 各所 に 発達 し , それ ぞ れ 銚 化 帯 を 形成 し て いる 。 そ し て 付 石 鉱 物 の 帯状 
分 布 は この 小 群 ご と に 見 られ る よう で あぁ ある が , 下降 する に 従 つ て , 鉱 化 作 用 は 評 に 波及 し 
合う 傾向 が あり , 帯状 分 布 は 判然 と し な く な る 。 

10) 古 生 層 中 の 鉄 床 と 流 紋 岩 類 中 の 鉱床 と は , TOMBMHMOMRBOMM, RDS 
い は 共生 関係 が 酷似 し て いる 。 SHR OER 7: LA b ROTH SOUR LABEL CE 
合 線 で , 小 群 を な す 仁 化 帯 の 鉄 化 径 路 を 下部 に 向 つ て 追跡 する と , 上 部 で は 多数 に 分 岐 し 
て いた 頁 鯉 が 下降 する に 従 つ て , 比較 的 少数 の 幹 脈 と な り , 推定 され る 火 道 に 集約 する 便 
向 が 認め られ る 。 故に 両方 の 録 床 と も 足尾 流 紋 岩 類 叶 出 後 , 同一 供給 源 の 鉄 液 が , 火 道 附 
近 に 上 昇 し , ONE DA RAKCAREAEL CBRANKSOLHEANS BRR 
お よび それ 以 北 の も の は , ある い は 古 生 層 岩 の 下 部 に 横たわる で ある ろう 3 召 競 注 あ る い は 火 
Marky >, HERERO C, 流 紋 岩 類 内 に 達し た も の か る も 知れ な い 。 

11) 鉱 化 の 初期 に 更 酸 分 が 沙 解 され , 又 絹 圭 母 が 生成 し て いる 点 等 まり, MRT ae 
が か な り ア ルカ リ 性 で あつ た と 推 害 され る が , 初期 に 具 石 化 作用 が 行わ れ て いる よう な 地 
表 近 く で は , お そら さく 天水 の 影 痢 に より , 硫化 水素 が 酸化 され 硫酸 化し , BURR Ee 
は 天水 の 影響 に よる 外 に , 硫化 水素 や 硫酸 鉄 に 富む 人 銚 化 剤 の 反応 の 結果 硫酸 々 性 と な る 条 
件 の 存在 し た 事 が 考え られ る 。 


終り に , 絶え ず 穏 切な 指導 と 教示 を 戴 い た 江 野 五郎 , 渡辺 武男 , AG A, AE. 
MABE, KIVE—SO BGR BOD LU RA OBERT Zo 
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